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自然を探究する学びを通して、仲間とともに
主体的に未来をひらく力が身につく教科書

日々、急激に変化し続ける社会の中で、将来の予測が困難な時代を生きる今の子どもたちには、
自ら未来を切りひらいていくため、主体的に学習に取り組み、社会と積極的に向き合い、

他者と協働して問題を科学的に解決していく資質・能力の育成が求められています。
そこで、令和７年度版「（当社書名入る）」は、上記の基本方針に基づいて、

次の三つの特色を備える教科書を作成しました。

「学びのチカラで 人と社会を 未来へつなぐ」
自ら問い、考え続け、社会を創っていく子どもたちを育てたい。
そのような思いをこめて、私たちはこの教科書をつくりました。

１．編修の基本方針

「学びたい！」を全ての生徒に。
三つの願いがこの教科書にこめられています。

特色 特色 特色1 2 3
探究する力 確かな学力 デジタルの学び

　ICT機器を使ったデジタルコンテ
ンツにより、深い学びを実現します。
教科書に掲載の二次元コードからア
クセスできるさまざまなコンテンツ
が、子どもの学びに向かう力を育て
ます。

　問題を科学的に解決していくとき
に土台となる科学的な知識・技能を
定着させます。繰り返しの学習とそ
の振り返りを通して、知識・技能が
確実に身につきます。

　問題を科学的に解決していくとき
に必要となる探究する力を育てます。
教科書の中にちりばめられた課題に
探究的に取り組む中で、思考力・判
断力・表現力などが自然に身につき
ます。

当社教科書の
書影入る
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105-62 中学校 理科 理科 第１学年
※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 ※教科書名

（教育基本法との対照表）



2

探究する力が身につく教科書

①「探究の進め方」で探究の過程がわかります。
▼巻頭⑤～⑥

特色 1

自然の探究は、
次のような順序で進めていこう！

わからないときは
一つ前に戻る

わからないときは
一つ前に戻

もど
る

探究探究のの進め方進め方

さらに、新たな疑問を見つける。

わからないときは
一つ前に戻る

課題に対して自分はどのような考えを
もっているのかを明らかにし、観察や実験で
確かめることのできる仮説を設定する。を立てる

を立てる
仮説仮説

不思議に思うこと、疑問に思うことを解明する
ために、これから取り組む課題を設定する。

を決める
を決める
課題課題

仮説を確かめるための観察や実験の手順や方法を
具体的に考え、仮説のとおりであれば、
どのような結果になるか見通しをもつ。を立てる

を立てる
計画計画

計画にそって観察・実験などを行い、結果を
記録する。結果はスケッチ、写真、ビデオ、
メモなどで記録し、表などにまとめる。

（この他、実習）

するする

観察観察
するする

実験実験

結果からどのようなことがわかるか、
自分の仮説は正しいといえるか、
考察して話し合う。するする

考察考察

課題に対し、探究によって到
とう

達
たつ

した結論を
まとめる。

を示すを示す

結論結論

自然の事物や現象に目を向け、そこに見られる
関係性や傾

けい

向
こう

などについて、不思議に思うこと、
疑問に思うことを見つける。を

見つける

を
見つける

疑問疑問

疑問を見つける
　はじめに、不思議に思ったことや疑問に思ったこと、知りたいことなどをはっ
きりさせておこう。
　例えば、試験管に入った塩酸、炭酸水、食塩水、石

せっ

灰
かい

水
すい

、アンモニア水の５種
類の水

すい

溶
よう

液
えき

があり、見分ける必要があるとする。これを見て、「見た目だけでは、
区別できない。」「どのようにしたら、区別することができるのか。」という疑問を
もったなら、言葉に出したり、ノートに書き出したりしてみよう。

課題を決める
　疑問に思ったことをはっきりさせたら、これから何について明らかにしていく
のかを考え、そのことを探究する課題として設定しよう。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

５種類の水溶液は、どのような性質のちがいで区別する
ことができるのだろうか。を決める

を決める
課題課題

を決める
を決める
課題課題

を
見つける

を
見つける

疑問疑問

探究探究のの進め方進め方さあ、探究を始めよう！

5

5
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水を蒸発させるとちがいがあると思う。
食塩水なら、食塩の白い粒

つぶ

が
出てくるはずだよ。

仮説や計画を立てる
　課題を設定することができたら、その課題に対する自分の予想である「仮説」を
立て、自分の仮説が正しいかどうかを確かめるために、具体的な計画を立てよう。

二酸化炭素を触
ふ

れさせると
ちがいがあると思う。
石灰水なら、
白くにごるはずだよ。

においのちがいがあると思う。
塩酸やアンモニア水なら、
においがするはずだよ。

【観察と記録】
　観察するときは、まずは、全体の
様子をとらえ、続いて、各部分の様
子を細かく見ていくとよい。また、
見るだけでなく、においをかぐ、音
を聞く、手触

ざわ

りを調べるなど、感覚
を十分にはたらかせ、観察する対象
から出ている情報を見逃

のが

さずに集め
よう。

観察や実験などをする

　観察したことは、ありのままスケッチしたり、気づいたことを文章にしたりして、
事実を記録に残す。この記録は、観察した対象について考察するときの重要な手が
かりになる。記録が不十分だと、まちがった結論を導き出してしまう原因にもなる
ので、できる限り正確に記録しよう。

見た様子、におい、音、手触りなど、さまざまな感覚をは
たらかせ、観察する対象から出ている情報を集めていく。

を立てる
を立てる
計画計画

を立てる
を立てる
仮説仮説

するする

観察観察
するする

実験実験
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　「探究の進め方」を折り込みに設け、本文
ページを開いた状態でも、探究の過程全体
を確認できるようにしています。

　「探究の進め方」で、小学校での学習を振り返りな
がら、探究の過程にそって、学習する手順を解説し
ています。

③ 主体的・対話的な活動を通して学習を進められます。
▼p.80 ▼p.15

　レポート例を多数掲載し、主体的に学んだり、思
考力・表現力をつけたりできるようにしています。

　生徒たちが話し合ったり、発表し合ったりする姿
を表現し、対話的に学べるようにしています。

探
究
し
て
み
よ
う

私のレポート

白い物質の性質を調べる

［目的］見た目だけでは判断しにくい砂糖、食塩、かたくり粉の性質を比かくし、区別する。

［準備］砂糖、食塩、かたくり粉、石かい水、集気びん、試験管（３本）、試験管立て、
	 アルミニウムはく、薬さじ（３本）、薬包紙、燃しょうさじ（３本）、
	 加熱器具（ガスバーナー、マッチ、燃えさし入れなど）、保護眼鏡

［仮説］砂糖、食塩、かたくり粉は、水にとけるかどうか、加熱したときに燃えるかどうか、燃えると二
酸化炭素ができるかどうかなど、それぞれの性質を調べて比かくすることによって見分けるこ
とができるのではないか。

実験日：６月27日（金）　天気：晴れ
氏　名：１年１組　　上原　健司

［方法］①砂糖、食塩、かたくり粉を薬さじで少量取り、それぞれ異なる試験管に入れた。

	 ②それぞれの試験管に水を５分の１程度入れた。

	 ⑤粉末に火がついたら、石かい水を入れた集気びんに燃しょうさじを入れた。

	 ③試験管をふり、とけるか調べた。

	 ⑥火が消えたら、燃しょうさじを取り出して、集気びんにふたをした。

	 ④アルミニウムはくでおおった燃しょうさじに、調べたい粉末を少量のせ、
	 　ガスバーナーのほのおで加熱した。

	 ⑦ふたをしたまま集気びんをよくふり、石かい水の変化を調べた。

［考察］①同じ白い物質でも、砂糖や食塩は水にとけたが、かたくり粉は水にとけなかった。
	 　また、砂糖やかたくり粉は加熱すると燃え、石かい水がにごったことから

　二酸化炭素ができたとわかる。一方、食塩は加熱しても燃えなかった。
	 　これらのことから、物質にはそれぞれ固有の性質があることがわかる。

	 ②砂糖、食塩、かたくり粉について、いろいろな方法でそれぞれの性質を調べて比かくすると
	 　それぞれの物質を見分けられることが確かめられた。

［疑問］見た目だけでは判断しにくい他の物質でも、性質を比かくすることで、
	 物質を見分けることができるのだろうか。

実験方法 砂糖 食塩 かたくり粉

水にとけたか
どうか とけた。 とけた。 とけなかった。

加熱したときの
様子

燃えて炭になった。
あまいにおいがした。 燃えなかった。 燃えて炭になった。

石かい水の変化 白くにごった。 － 白くにごった。

［結果］	表　実験１の結果
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1

　観察をした生物を学級で発表し、互
たが

いに紹
しょう

介
かい

し合おう。

ミジンコ

　私たちの身のまわりには、こ
れまで観察してきたさまざまな
生物の他にも、肉眼では観察す
ることができない微

び

小
しょう

な生物
（微生物）が生活しています。
　水中に浮

ふ

遊
ゆう

して生活している
生物をプランクトンといい、プ
ランクトンには、ミジンコやク
ンショウモなど、多くの種類の
微生物がいます。

水中の小さな生物

0.5 mm

ツボワムシ
0.2 mm

ゾウリムシ
0.1 mm

ツリガネムシ
0.05 mm

ミカヅキモ
0.05 mm

アオミドロ
0.05 mm

ミドリムシ
0.05 mm

クンショウモ
0.02 mm

ツヅミモ
0.02 mm

タンポポやカタバミ、
ヒメオドリコソウは、
日当たりがよい場所に
多く見られました。

タンポポやカタバミ、
ドクダミ、
ヒメオドリコソウを
観察しました。

身のまわりには、さまざまな生物が生活し、その生育環
かん

境
きょう

によって
生活する生物の種類にちがいが見られる。同じ種類の生物でも、
その生育環境によって大きさなどの特

とく

徴
ちょう

にちがいが見られる。

結論結論
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②「疑問から探究してみよう」が自主的・自律的な学習をうながします。
◀p.74

　探究の進め方にそった学習を通して、生徒の資質・能
力が効果的に育成される部分を「疑問から探究してみよ
う」として重点化し、限られた授業時数の中で、探究型
の授業に無理なく取り組めるようにしています。

疑問から探究してみよう

（左から砂糖、食塩、かたくり粉）料理をするときに使う白い物質図4

を
見つける

を
見つける

疑問疑問
　私たちは、さまざまな材料に囲まれて生活している。食事の材料の中には、
砂糖や食塩、かたくり粉など、見た目が白い粉末の物質もある 図4 。

物体としては同じだが物質としては異なるものの例図3

似ている物質の見分け方2節

　物体としての見た目は同じであっても、その材料に着目すると物質として異なっ
ていることがある 図3 。

油粘
ねん

土
ど

・小麦粘土金属でできた缶
かん

ガラスとプラスチックのコップ

を決める
を決める
課題課題

見た目だけでは判断しにくい物質を見分けるためには、
どのようにすればよいのだろうか。

見た目だけでは
判断しにくい物質を
見分けるためには、
どうすればいいのかな。

見た目ではかたくり粉の
ように思えるけど、
他の物質とも似ているから、
見分けるのは難しいね。

右の写真の物質は、砂糖、食塩、
かたくり粉のうち、どれでしょうか。

74
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① 学習を進めるうえで必要な基礎技能が確実に身につきます。
▼p.2～3 ▼p.9

　巻頭に「理科室のきまりと応急処置」を掲載し、安全に配慮
しながら観察・実験に取り組めるようにしています。

　器具を使う場面に「基礎技能」を掲載し、使
い方を確実に習得できるようにしています。

② ５段階のチェックで、学力を確実に定着させます。
▼p.173

▼p.198

▼p.200

章や節の最後に「要点をチェック」を設けて、小さなまと
まりごとに学習した内容を確認できるようにしています。

1節・章の終わり1

単元末2

単元末3 ▼p.202 ▼p.262単元末4 巻末5

単元末に「要点と重要用語の整理」を設け、学習した重要
用語などを確認できるようにしています。

2

「要点と重要用語の整理」のあとには、「基本問題」を掲載
し、知識を定着できるようにしています。

3

「基本問題」のあとには、「活用問題」を掲載し、思考力・
判断力・表現力をつけられるようにしています。

4

応急処置

気体を吸って
気分が悪く
なったとき

薬品がついたり、
やけどをしたり
したとき

目に薬品が
入ったとき

先生の指示を受けてから外
に出て新

しん

鮮
せん

な空気を吸う。
手で目をこすらずに、すぐ
に水で目をよく洗う。

薬品はすぐに洗い落とす。
やけどは冷水でよく冷やす。

薬品が飛び散る可能性の
ある実験では、保護眼鏡
を着用する。

保護眼鏡

先生の指示に従って、処置を行うようにする。
注意

地震が起きたときには

実験中に地
じ

震
しん

が起きたときは、
先生の指示に従い、身の安全を確保する。
�ものが「落ちてこない・倒

たお
れてこない・移動しない」

　場所で揺
ゆ
れがおさまるのを待つ。

�揺れているときは、机の下にもぐるなどして
　頭を守る。机の下にもぐれない場合は、教科書や
　ノートで頭を守り、できるだけ低い姿勢をとる。

�薬品や火を扱っている場合は、
　実験台から離

はな
れた場所で身を守る。

�揺れがおさまってから火を消して
　ガスの元栓を閉める。

�有害な気体が発生しているおそれがある場合は、
　ハンカチなどを鼻や口に当てる。

�避
ひ
難
なん
する場合は、

　薬品やガラスの破
は
片
へん
などに注意する。

感染症が広がっているときには

�感
かん
染
せん
症
しょう
が広がっているときは、マスクをつける。

�理科室に入る前や出たあとには、手洗いや手指の
　消毒をする。

�窓やドアを開けて、換
かん
気
き
をする。

3

基
き

礎
そ

技能

理科室のきまりと応急処置

理科室のきまり

燃えやすい薬品の扱い 残った薬品の扱い 加熱した金属類の扱い

引火すると危険なので、火のそばでは
扱わない。

薬品の種類によって決められた容器に
捨てる。

薬品はもとの
びんに戻さない。

よく冷ます。
直接手で触

さわ

らない。

�実験の目的や方法を確
かく
認
にん
する。

�薬品の扱
あつか

い方や、実験の注意事
じ

項
こう

を確認する。

�実験台の上を整理し、必要なものだけを置くようにする。

�保護眼鏡の着用や服装を確認し、身なりを整える。　

実験前

�先生の話をよく聞き、指示に従う。

�班で役割を分担し、協力して実験をする。

�薬品や火を扱う実験は、立って行う。
　椅

い

子
す

は実験台の下にしまう。

�火のそばに燃えやすいものを置かない。

実験中

�実験台の端
はし
に器具や薬品を置かない。

�器具の破損や異変に気がついたら、
　すぐに先生に知らせる。

�実験で使用した薬品や廃
はい
棄
き
物
ぶつ
は、

　先生の指示に従って分別し処理する。

�ガスや水道の栓
せん

が閉まっているかを確認する。

�使用した器具類は、きちんと洗
せん
浄
じょう
したり、

　拭
ふ
いたりしてもとの場所に戻

もど
す。

�流しにごみがないか確認し、実験台を雑
ぞう
巾
きん
で拭く。

実験後

�最後に手を洗う。

長い髪
かみ

は
結ぶ。

2

基礎技能
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1ルーペの使い方

ルーペを目に近づけて固定
し、顔を前後に動かしてピ
ントを合わせる。

ルーペを目に近づけて固定
し、 観察するものを前後に
動かしてピントを合わせる。

観察するものが
動かせるとき

観察するものが
動かせないとき

ルーペで太陽を見たり、
観察するものを太陽に
かざして見たりしない。

禁止

基礎技能

左右の鏡筒を動かし、接
眼レンズの幅

はば

を目の幅に
合わせ、左右の視野が重 
なって見えるようにす 
る。

1 左目でのぞきながら視度
調節リングを回し、ピン
トを合わせる。

3

双眼実体顕微鏡の使い方

● �双眼実体顕微鏡の倍率は20～40倍程度である。

● �倍率は（接眼レンズの倍率）×（対物レンズの倍率）で
求める。

● �ステージには白色の面と黒色の面があるため、観察する
ものが見やすい面を選ぶ。

観察するものをステージ
にのせ、右目でのぞきな
がら調節ねじを回して鏡 
筒を上下に動かし、ピン
トを合わせる。

2

● �粗
そ

動
どう

ねじと微
び

動
どう

ねじがある双眼実体顕微鏡は、粗動ねじ
から調節する。

1 32

接眼レンズ

クリップ

視度調節リング

鏡
きょう

筒
とう

対物レンズ

ステージ

調節ねじ

9
当社二次元
コード入る

双眼実体顕微鏡の
使い方

当社二次元
コード入る

ルーペの
使い方
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火
山
活
動
と
火
成
岩

単
元

3

火山岩
（斑状組織)

深成岩
（等粒状組織）

火
成
岩
に
含
ま
れ
る
主
な
鉱
物
の
割
合

無色鉱物
(石英、長石)

有色鉱物
(黒雲母、角閃石、
輝石、カンラン石)

その他の鉱物
(磁鉄鉱など)

火
成
岩
の
種
類

長石、輝石、
カンラン石が
見られる。

長石、角閃石、
輝石が見られる。

石英、長石、
黒雲母、
角閃石が
見られる。

玄
げん

武
ぶ

岩
がん

安
あん

山
ざん

岩
がん

流
りゅう

紋
もん

岩
がん

斑
はん

れい岩
がん

閃
せん

緑
りょく

岩
がん

花
か

こう岩
がん

カンラン石

長石 石英

角閃石 黒雲母

　火成岩は、組織のちがいや含
ふく

まれる鉱物の種類や割合で分類することができる。
　火成岩をつくる主な鉱物には、石

せき

英
えい

、長
ちょう

石
せき

、黒
くろ

雲
うん

母
も

、角
かく

閃
せん

石
せき

、輝
き

石
せき

、カンラン石
せき

がある。これらの鉱物は、白っぽい無色鉱物の石英、長石と、黒っぽい有色鉱物の
黒雲母、角閃石、輝石、カンラン石に分けることができる。そして、無色鉱物を多
く含む火成岩は白っぽくなり、有色鉱物を多く含む火成岩は黒っぽくなる。
　火成岩は、組織と含まれる鉱物の種類や割合によって、下の表のように６種類に
分けられる。

火成岩の分類

1 火山の形や噴火の様子のちがいには、何が関係しているか。… p.164〜165
2 火山灰には、どのような鉱物が含まれているか。また、どのようなちがいがあるか。… p.168
3 火山岩や深成岩には、どのようなものがあるか。また、どのようなちがいがあるか。… p.169

要点をチェック

学習後の私
学習したことを使って、火山の形や活動の様子、
噴出物は何に関係しているのかを説明してみよう。

火成岩の種類と火成岩に含まれる主な鉱物の割合表2

輝石
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要点と重要用語の整理要点と重要用語の整理 単元3　大地の成り立ちと変化　

露
ろ

頭
とう

風
ふう

化
か

侵
しん

食
しょく

運
うん

搬
ぱん

堆
たい

積
せき

柱
ちゅう

状
じょう

図
ず

しゅう曲
きょく

断
だん

層
そう

堆
たい

積
せき

岩
がん

化
か

石
せき

示
し

相
そう

化
か

石
せき

示
し

準
じゅん

化
か

石
せき

地
ち

質
しつ

年
ねん

代
だい

マグマ

マグマだまり

火
か

山
ざん

噴
ふん

出
しゅつ

物
ぶつ

鉱
こう

物
ぶつ

無
む

色
しょく

鉱
こう

物
ぶつ

【重要用語】

地層や岩石が、道路の脇
わき

などに見られるところ。 p.141

地表の岩石が、長い年月の間に温度の変化や水のはたらきによって、れき、砂、
泥
どろ

などの土
ど

砂
しゃ

になっていく現象。 p.144

風化によってできた土砂やもろくなった岩石が、風や流水によって少しずつ削
けず

られていくはたらき。 p.144

土砂が流水によって下流に運ばれるはたらき。 p.144

序章 身近にある地形・地層・岩石を観察しよう p.140～147

1章 大地の歴史と地層 p.148～161

2章 火山活動と火成岩 p.162～173

土砂が流れのゆるやかになったところで降り積もる
はたらき。 p.144

露頭やボーリング試料をもとに、地層の上下関係や
それぞれの層の特

とく

徴
ちょう

を図に表したもの。 p.146

波を打ったような地層の曲がり。 p. 147

割れ目にそった地層のずれ。 p.147

れき、砂、泥、火山灰などが堆
たい

積
せき

して固まってできた岩石。
　堆積岩には岩石をつくる物質によってちがいがあり、れき岩、砂岩、泥

でい

岩
がん

、凝
ぎょう

灰
かい

岩
がん

、石灰岩、チャートなどの種類がある。 p.149～155

地層に残された堆積した当時の生物の死
し

骸
がい

や生活のあと。 p.156

地層が堆積した当時の環
かん

境
きょう

を推定することができる化石 p.156

地層が堆積した年代を知ることができる化石。 p.156

示準化石などをもとに区別された地球の歴史をいう。
　およそ5億4100年前から順に、古いほうから新しいほうへ、古生代、中生代、

新生代とよばれる。 p.157

火山の地下にある岩石が液状にとけた高温の物質。 p.163

マグマが地下５～10 kmにとどまっているところ。 p.163

噴
ふん

火
か

によって火口から噴
ふ

き出されるもの。
　火山噴出物には、火山ガス、火山灰、軽石、火山れき、火山弾

だん

、溶
よう

岩
がん

などがあ
る。 p.163

火山灰を構成する粒
つぶ

で、マグマからできた結
けっ

晶
しょう

。 p.168

白色や無色透
とう

明
めい

の鉱
こう

物
ぶつ

。無色鉱物には、石英、長石がある。 p.168

しゅう曲

断層
(逆断層）
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基本問題基本問題 単元3　大地の成り立ちと変化　

調査結果

A…茶色の厚い層で、火山灰で
できている。

B…茶色っぽい泥
どろ

でできている。

F…灰色の層で、小さいれきと
砂が混じっている。

E…砂の層で、ホタテガイの化
石が見つかった。

D…上のほうに砂が多く、下の
ほうにれきが多い。

C…白っぽい泥でできている。

地表

A

B
C
D

E

F

B円すい状の火山 Cドーム状の火山

下の調査結果は、ある露
ろ

頭
とう

を調べた結果である。

あとの問いに答えなさい。
1 地層の上下が逆転するようなことが過去に起こっていなけ

れば、Ａ～Ｆの中で、最も新しいのはどの層と考えられる

か。
2 最も新しい層が 1 で答えた層だと考えた根

こん

拠
きょ

を、簡潔に述

べなさい。
3 Ｃの層ができたときとＤの層ができたときとを比べて、ど

ちらが河口から離
はな

れていたと考えられるか。
4 この地点の河口からの距

きょ

離
り

が 3 で答えたように考えた根拠

を、簡潔に述べなさい。
5 Ｅの層についていえることを、次のア～エから一つ選びな

さい。

ア．暖かくて水の澄
す

んだ浅い海で堆
たい

積
せき

した。

イ．古生代に堆積した。

ウ．やや寒冷な浅い海で堆積した。　　　エ．大きな湖で堆積した。
6 A、 C、 Fの層が長い年月の間におし固められると、それぞれ何という堆積岩になるか。
7 Aの層の粒

つぶ

とFの層の粒を比べると、形（ 大きさではなく形）にどのようなちがいが見られるか。また、

そのちがいが生じた理由をそれぞれの粒の運ばれ方をもとに、簡潔に説明しなさい。

火山の形は、右のA～Cの三つに分けられる。

あとの問いに答えなさい。
1 以下の三つの火山は右のA～Cの形のどれにあてはまるか。

　キラウエア山　　　昭和新山　　　桜島
2 次のア、イは火山のでき方を述べている。それぞれどのよ

うな形の火山にあてはまるか。 A～Cから一つずつ選び、

記号で答えなさい。

ア．噴
ふ

き出した溶
よう

岩
がん

が、ほとんど流れることなく、地表で

盛り上がった。

イ．火口から噴き出した溶岩が流れていき、地表でうすく

広がった。
3 火山の形は、マグマの粘

ねば

り気と関係している。 A～Cの火

山を、マグマの粘り気が大きいものから小さいものへ順に

並べなさい。

1

2

A傾
けい

斜
しゃ

がゆるやかな火山
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図１ 図2
層をつくる物質

地
表
か
ら
の
深
さ
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図１ 図２

れき

砂

泥

火山灰
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活用問題活用問題 単元3　大地の成り立ちと変化　

1 図１は、ある地域の地形図の等高線と標高を示している。Ｂ地点から見て、Ａ地点は真北に、Ｃ地

点は真東にある。図２は、図１のＡ～Ｃの３地点でボーリング調査を行って得られた柱状図であり、

Ａ地点とＢ地点の地下17 ｍから20 ｍの範囲は、層をつくる物質が省略されている。

この地域の地層は、それぞれの層が一定の厚さで広がっていること、火山灰の層が一つしかないこ

と、 全体がある方向に傾
かたむ

いていること、　断層やしゅう曲はないことが知られている。あとの問い

に答えなさい。

1 Ａ地点とＢ地点の地下17 ⅿから20 ⅿの範囲にあるのは、れき・砂・泥を含
ふく

む大量の水が海に一度に流

れこんだ結果できた地層である。下から上に向かって、れき・砂・泥がどのような順序で重なっている

と考えられるか。最も適切なものを次のア～カから選びなさい。

ア．砂→泥→れき　　イ．れき→砂→泥　　ウ．泥→砂→れき

エ．砂→れき→泥　　オ．れき→泥→砂　　カ．泥→れき→砂
2 Ｃ地点のＸの範囲の地層ができるのには、長い時間がかかっている。この時間の間に、海岸（河口）か

らＣ地点までの距離はどのように変化したといえるか。最も適切なものを次のア～エから選びなさい。

ア．しだいに大きくなっていった。　　イ．しだいに小さくなっていった。

ウ．一度小さくなり、ふたたび大きくなった。　　エ．一度大きくなり、ふたたび小さくなった。
3 1 や 2 で答えたようにいえるのはなぜか。 1 と 2 に共通する理由を、「粒

つぶ

」という語を使って、簡単に説

明しなさい。
4 図２から、Ｂ地点の火山灰の層は、上の面の標高は何mか。
5 次のア～エから、上の下線部 1 の傾き方にあてはまるものを選びなさい。

ア．東西には水平に広がり、南から北に行くにつれて低くなっている。

イ．東西には水平に広がり、北から南に行くにつれて低くなっている。

ウ．南北には水平に広がり、東から西に行くにつれて低くなっている。

エ．南北には水平に広がり、西から東に行くにつれて低くなっている。
6 火山灰の層は、過去に近くで火山の噴火が起こった証

しょう

拠
こ

である。もしも上の下線部 2 （断層）が見られ

た場合、それは過去に何が起こった証拠か。

1 2

れき

砂

泥
どろ

火山灰
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動物の分類について、あとの問いに答えなさい。図１は、

いろいろな特
とく

徴
ちょう

をもとに、５種類の動物をなかま分けし

たものである。
1 図１の、特徴１、特徴２にあてはまるものを、次のア～エか

らそれぞれ選びなさい。

　ア．陸上に殻
から

のある卵を産むか。

　イ．子の生活場所は水中か。

　ウ．親は肺で呼吸するか。

　エ．体が外骨格で覆
おお

われているか。
2 特徴３にあてはまる文を、次のように二つ考えた。

　(　　　）にあてはまる語句を答えなさい。

　・体が羽毛で覆われているか。　・(　　　）と２本のあしがあるか。
3 バッタやイカのような背骨のない動物は、図１の五つの動物とは別のなかまに

分類される。バッタやイカのような背骨のない動物を何というか。
4 図２は、草食動物と肉食動物の頭骨を表している。図１のシカと同じ草食動物

のなかまの頭骨として適切なものを、ア、イから選びなさい。また、選んだ理

由を、図２の頭骨の歯の特徴に着目して、簡潔に述べなさい。

水
すい

溶
よう

液
えき

に関する実験について、あとの問いに答えなさい。

1 水にとけている物質を溶質というのに対して、溶質をとかしている水を何というか。
2 実験の下線部で、硝酸カリウム、ミョウバン、塩化ナトリウムを、それぞれ同じ質量ずつ別のビーカー

学年末総合問題学年末総合問題

1

2

ア

イ

図２

図１

R1_9-1_zu_01

カエル、ワニ、シカ、フナ、ハト

子宮で卵
らん

を育ててから子を産むか。

特徴１

特徴２

特徴３

シカ ハト ワニ カエル フナ

100
ｇ
の
水
に
と
け
る
物
質
の
量

〔g〕

温度〔℃〕

塩化ナトリウム

ミョウバン

硝酸カリウム

110
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40
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0

図１

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

0 10 20 30 40 50 60 70 80

【実験】

　60℃の水 100 ｇの入った三つのビーカーを用意し、
同じ質量の硝

しょう

酸
さん

カリウム、ミョウバン、塩化ナトリウ
ムをそれぞれ別のビーカーに入れ、よくかき混ぜた。
すると、全ての物質が水にとけた。次に、三つのビー
カーの水溶液の温度をそれぞれ 10℃まで下げると、
硝酸カリウムとミョウバンの水溶液から固体が生じた
が、塩化ナトリウムの水溶液には変化が見られなかっ
た。 
図１は、硝酸カリウム、ミョウバン、塩化ナトリウ

ムの、いろいろな温度の水 100ｇにとける物質の質量
を表したものである。
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巻末に「学年末総合問題」を掲載し、１年間に学習したこ
とを総合的に確認できるようにしています。

5

確かな学力が身につく教科書特色 2



4

① デジタルコンテンツ「まなびリンク」が生徒の学びを強力にサポートします。

▼p.197

　「植物ずかん」などのWebずか
んを用意しており、観察や資料調
べで活用できます。

　「インタビュー動画」や「器具の
使い方動画」、「360°動画」で動画
を使った学習ができます。

●安全への取り組み
　「単元３：４章 大地の躍動と恵み」では、火山・
地震による災害や災害から身を守るためにできる
こと、火山・地震による恵みについて学習できる
ようにしています。

●カリキュラムマネジメント
　「理科で使う算数・数学」のページや算数とのつな
がりを示す「ブリッジ算数」などのマークにより、他
教科と連携して学習できるようにしています。

　３Dモデルを使って、生物の体
のつくりや土地のつくりを確認す
ることができます。

　「グラフシート」を使用して、表
計算ソフトで簡単にグラフを作成
することができます。

　「生物カード」「音の波形表示
ツール」などを用意しており、学
習で活用できます。

　「要点をチェック」に対応した
フラッシュカードで学習内容を繰
り返し確認できます。

　学習に役立つ情報を集めたウェブサイト「まなびリンク」にさまざまなデジタルコンテンツを用意しています。
教科書紙面に配置された二次元コードから対応するコンテンツに簡単にアクセスすることができます。

●Webずかん

●動画

●３Dモデル

●グラフシート

●学習ツール

●フラッシュカード

当社
二次元
コード入ル

そのほかの特色

●CUD・UDへの配慮
　より多くの人が識別しやすい色づかい「カラー
ユニバーサルデザイン」や誰にとっても読みやす
いUDフォントを採用しています。

●造本の工夫 
　表紙には、防水や抗菌に効果のある表面加工を施
しています。

●SDGsへの取り組み
　コラムに、内容と関連するSDGsマークをつけ
ています。
　「SDGsずかん」もまなびリンクに用意しました。

4
章

大
地
の
躍
動
と
恵
み

単
元

3

しています。「天災は忘れた頃
ころ

にやってくる」とい
う言葉は、寺田によるものといわれています。

（物理学者、随
ずい

筆
ひつ

家）

　ジオパークとは、U
ユ ネ ス コ

NESCO（国際連合教育科学文化機関）の支
援による、地球科学的に見て貴重な特

とく

徴
ちょう

をもつ自然公園のこと
です。日本でも、多くの地域が世界ジオパークとして認定され
ています。また、日本ジオパーク委員会が認

にん

定
てい

する日本ジオ
パークも数多くあります。ジオパークは、地形や地質だけでは
なく、それらと深く関わる人々の暮らしや歴史、食べ物も対象
になります。ジオパークがどこにあるのか探してみましょう。
　世界自然遺産とは、地球の歴史の中で生み出された顕

けん

著
ちょ

で普
ふ

遍
へん

的な価値を持つ自然環
かん

境
きょう

のことで、人類共通のかけがえのな
い財産として将来の世代に引き継

つ

いでいかなくてはならない宝
物です。日本では、白

しら

神
かみ

山地、屋
や

久
く

島
しま

、知
しれ

床
とこ

、小
お

笠
がさ

原
わら

諸島が世
界自然遺産となっています。

ジオパークと世界自然遺産

環
かん

境
きょう

世界ジオパーク　
島
しま

原
ばら

半島（長崎県）

世界ジオパーク　
アポイ岳

だけ

（北海道）

世界自然遺産　
小笠原諸島父島（東京都）

日本ジオパーク　
四国西

せい

予
よ

（愛媛県）

　私たちは、自然とともに生きている。
自然からは多くの恩恵を享

きょう

受
じゅ

しつつも、災害にも向き合っていく必要がある。そし
て、災害は、いつか必ず起こることを忘れずに日

ひ

頃
ごろ

から備えることが大切である。

1 火山の噴火や地震による災害には、どのようなものがあるか。… p.192～195
2 人間が自然から受ける恩恵には、どのようなものがあるか… ｐ.196～197

要点をチェック

日本には美しい景色や
環境がある。これも、
自然の恵みの一つだね。

ときに自然は私たちに
大きな災害をもたらすけれども、
恩恵も受けているんだね。

学習後の私
災害が起こったとき、どのような対応が大切なのかを説明してみよう。
火山の活動や地震は、どのような恩恵をもたらしているのかを説明してみよう。

197
当社二次元
コード入る

要点を
チェック

当社二次元
コード入るWebずかん
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２．対照表

教育基本法第２条 特に意を用いた点と特色 該当箇所

第１号　幅広い知識と教養を身
に付け、真理を求める態度を養い、
豊かな情操と道徳心を培うとと
もに、健やかな身体を養うこと。

〇幅広い知識と教養が身につくように、学習内容と関連したさまざまな資料を掲載し
ています。 全体

○自然について詳しく調べ、本質を追究し、さらなる解明を求めていく探究の大切さ
を示すとともに、実際の学習場面で生徒が主体的に探究を進めていく過程を丁寧に
示し、生徒の真理を求める態度を養えるようにしています。

全体

〇生物と直接関わる活動や、生徒が身近な自然にふれる場面を設定し、豊かな情操や
健やかな身体が育成できるようにしています。

p.4～63、
p.138～197

第２号　個人の価値を尊重して、
その能力を伸ばし、創造性を培い、
自主及び自律の精神を養うとと
もに、職業及び生活との関連を重
視し、勤労を重んずる態度を養う
こと。

〇生徒一人一人が、自分の考えをもつ場面や、考えを発表したり交流したりする場面
を数多く設定し、個人の価値を尊重してその能力を伸ばし、創造性を培うようにし
ています。

全体

〇理科の学習内容について、日常で見られる具体的な事物・現象と関連づけながら捉
えられるようにしています。 全体

〇さまざまな職業やスポーツなどを理科の学習内容と関連づけながら扱うことで、将
来について実感を伴った見通しがもてるようにしています。 p.234、242

第３号　正義と責任、男女の平等、
自他の敬愛と協力を重んずると
ともに、公共の精神に基づき、主
体的に社会の形成に参画し、その
発展に寄与する態度を養うこと。

〇仮説や計画、考察などの学習場面で生徒どうしが考えを伝え合う姿や、観察や実験
を協力して行う姿を表現し、日頃から自他の敬愛と協力を重んずる態度を養えるよ
うにしています。

全体

〇「理科室のきまりと応急処置」において、先生の話を聞いたり、協力して後片づけ
したりするなど、自他の敬愛と協力を重んじる態度が養われるようにしています。 p.2～3

〇生徒の発言内容や実験における役割などの表現では、男女の平等に配慮しています。 全体

第４号　生命を尊び、自然を大切
にし、環境の保全に寄与する態度
を養うこと。

〇地域に見られる自然の景観、郷土の美しい自然の姿などに目を向けられるよう、地
域の特徴を表す多くの写真を掲載しています。

p.4～63、
	 138～197

〇エネルギーや資源の有効活用など、日常生活と社会との関わりや環境の保全につい
て捉えられるようにしています。 p.131

第５号　伝統と文化を尊重し、そ
れらをはぐくんできた我が国と
郷土を愛するとともに、他国を尊
重し、国際社会の平和と発展に寄
与する態度を養うこと。

〇日本の伝統文化を積極的に取り上げ、自然と文化の密接な関わりを扱うことで、我
が国や郷土を愛する態度を養えるようにしています。 p.113、119

〇郷土の自然を調べる活動を多く取り上げ、身近な自然を理解することを通して、郷
土を愛する態度を養えるように配慮しています。

p.6～15、
	 140～147

〇我が国のみならず、科学技術の発展に寄与したさまざまな科学者を取り上げたり、
国際的に生じている問題について積極的に取り上げたりすることで、他国を尊重し
たり、国際社会の平和や発展に寄与したりする態度を養えるようにしています。

p.41、197、	
	 245
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う

私のレポート

白い物質の性質を調べる

［目的］見た目だけでは判断しにくい砂糖、食塩、かたくり粉の性質を比かくし、区別する。

［準備］砂糖、食塩、かたくり粉、石かい水、集気びん、試験管（３本）、試験管立て、
	 アルミニウムはく、薬さじ（３本）、薬包紙、燃しょうさじ（３本）、
	 加熱器具（ガスバーナー、マッチ、燃えさし入れなど）、保護眼鏡

［仮説］砂糖、食塩、かたくり粉は、水にとけるかどうか、加熱したときに燃えるかどうか、燃えると二
酸化炭素ができるかどうかなど、それぞれの性質を調べて比かくすることによって見分けるこ
とができるのではないか。

実験日：６月27日（金）　天気：晴れ
氏　名：１年１組　　上原　健司

［方法］①砂糖、食塩、かたくり粉を薬さじで少量取り、それぞれ異なる試験管に入れた。

	 ②それぞれの試験管に水を５分の１程度入れた。

	 ⑤粉末に火がついたら、石かい水を入れた集気びんに燃しょうさじを入れた。

	 ③試験管をふり、とけるか調べた。

	 ⑥火が消えたら、燃しょうさじを取り出して、集気びんにふたをした。

	 ④アルミニウムはくでおおった燃しょうさじに、調べたい粉末を少量のせ、
	 　ガスバーナーのほのおで加熱した。

	 ⑦ふたをしたまま集気びんをよくふり、石かい水の変化を調べた。

［考察］①同じ白い物質でも、砂糖や食塩は水にとけたが、かたくり粉は水にとけなかった。
	 　また、砂糖やかたくり粉は加熱すると燃え、石かい水がにごったことから

　二酸化炭素ができたとわかる。一方、食塩は加熱しても燃えなかった。
	 　これらのことから、物質にはそれぞれ固有の性質があることがわかる。

	 ②砂糖、食塩、かたくり粉について、いろいろな方法でそれぞれの性質を調べて比かくすると
	 　それぞれの物質を見分けられることが確かめられた。

［疑問］見た目だけでは判断しにくい他の物質でも、性質を比かくすることで、
	 物質を見分けることができるのだろうか。

実験方法 砂糖 食塩 かたくり粉

水にとけたか
どうか とけた。 とけた。 とけなかった。

加熱したときの
様子

燃えて炭になった。
あまいにおいがした。 燃えなかった。 燃えて炭になった。

石かい水の変化 白くにごった。 － 白くにごった。

［結果］	表　実験１の結果
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砂糖 食塩 かたくり粉

実験１で水にとかしたときの様子図6 実験１で加熱したあとの様子図7

見た目だけでは判断しにくい物質を見分けるためには、それぞれの物質の
性質を調べて比

ひ

較
かく

すればよい。

砂糖 食塩 かたくり粉

有機物と無機物

を示すを示す

結論結論

　砂糖やかたくり粉を加熱すると、しだいに焦
こ

げて炭となり 図7 、やがて炎
ほのお

を出
して燃え、二酸化炭素が発生する 図8 。このような現象が見られるのは、砂糖や
かたくり粉に炭素が含

ふく

まれているためである。炭素を含む物質を有
ゆう

機
き

物
ぶつ

といい、有
機物以外の物質を無

む

機
き

物
ぶつ

という。
　有機物には、砂糖やかたくり粉（デンプン）の他に、プラスチックやロウ、エタ
ノール、プロパンなどがあり、無機物には、食塩（塩化ナトリウム）の他に、鉄や
アルミニウムなどの金属、ガラス、水、酸素などがある。
　無機物である鉄（スチールウール）を加熱して燃やしても、二酸化炭素は発生せ
ず、石

せっ

灰
かい

水
すい

は変化しない 図9 。

❶

❷

❶�有機物を加熱すると、二酸化炭素以外に水も発生することが多い。
❷炭素や、炭素を含む二酸化炭素などは、無機物に区別する。

スチール
ウール

燃えると
二酸化炭素が
発生する。

燃えても
二酸化炭素は
発生しない。

有機物の性質図8 無機物の性質図9

砂糖

石灰水が白くにごる。 石灰水は変化しない。

石灰水 石灰水
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う

実験1 白い物質の性質を調べる

目的 見た目だけでは判断しにくい砂糖、食塩、かたくり粉の性質を調べて比
ひ

較
かく

すれば、
それぞれを見分けられるかを確かめる。

室内換気 廃液処理 保護眼鏡

砂糖　 食塩　 かたくり粉　 石
せっ

灰
かい

水
すい

集気びん　 試験管（３本）　 試験管立て　
アルミニウムはく　 薬さじ（３本）　 薬包紙　 燃

ねん

焼
しょう

さじ（３本）　
加熱器具（ガスバーナー、マッチ、燃えさし入れなど）　 保護眼鏡

❶ ❷

❷

❶教科書に記
き

載
さい

されている主な物質・試薬については、巻末資料273ページを参照する。
❷試験管の扱

あつか

い方や薬品の扱い方については、巻末資料272ページを参照する。

準備

方法

3 試験管を振
ふ
り、とけるかど

うかを調べる。

1 砂糖、食塩、かたくり粉を
少量取り、それぞれ異なる
試験管に入れる。

2 それぞれの試験管に水を試
験管の５分の１程度入れる。

4 アルミニウムはくで覆
おお
った燃焼さじに、調べたい粉末を少量のせ、

ガスバーナーの炎
ほのお
で加熱する。

5 粉末に火がついたら、石灰水を入れた集気びんに燃焼さじを入れる。

ガスバーナーや燃焼さじは非常に熱くなっているため、やけどをしないように十分注意する。
注意

するする

実験実験

ステップ1 水にとけるかどうかを調べる

ステップ2 加熱したときの様子を調べる
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考えた方法が安全かどうか、必ず先生に確
かく

認
にん

してから調べる。
注意

火が消えたら、燃焼さじを取り出して集気びんに蓋
ふた
をする。6

蓋をしたまま集気びんをよく振り、石灰水の変化を調べる。7

石灰水が手につかないように十分注意する。
また、手についてしまったときには、すぐに水で洗う。注意

● �集気びんの内側の様子は、どうなっているか。

自分たちで考えた方法で、砂糖、食塩、かたくり粉を見分けてみよう。

結果

実験方法 砂糖 食塩 かたくり粉

水にとけたか
どうか

加熱したときの
様子

石灰水の変化

アルミニウム
はくで覆う。

燃焼さじ

集気びん

石灰水

研究

・砂糖、食塩、かたくり粉について、それぞれ固有の性質があるといえるか。
・�砂糖、食塩、かたくり粉の性質を調べて比較すれば、それぞれを見分けられるといえるか。

実験結果から考えよう

するする

考察考察

記 述 実験結果を表にまとめる
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▼p.78～79

探究する❶
　導入事象に対する生徒の疑問をも
とに、探究する課題を設定する場面
を丁寧に表現しています。

探究する❷
　生活経験や既習事項などをもとに、
課題に対する仮説を立てる場面や、
観察や実験の計画を立てる場面を丁
寧に表現しています。

探究する❸
　観察・実験の手順を詳しく示すと
ともに、結果を表にまとめたり、考
察の観点を示したりして、探究を支
援しています。

探究する❹
　レポートの例として「私のレポー
ト」を掲載し、論理的に考えをまと
めながら、結論に到達できるように
しています。

ここにも注目 実験・観察の場面
を適宜写真で提示して、活動をイ
メージしやすくしています。

▼p.80～81

１．編修上特に意を用いた点や特色

① 自ら疑問を解き明かし、探究する力が身につきます。

▼p.74～75
疑問から探究してみよう

（左から砂糖、食塩、かたくり粉）料理をするときに使う白い物質図4

を
見つける

を
見つける

疑問疑問
　私たちは、さまざまな材料に囲まれて生活している。食事の材料の中には、
砂糖や食塩、かたくり粉など、見た目が白い粉末の物質もある 図4 。

物体としては同じだが物質としては異なるものの例図3

似ている物質の見分け方2節

　物体としての見た目は同じであっても、その材料に着目すると物質として異なっ
ていることがある 図3 。

油粘
ねん

土
ど

・小麦粘土金属でできた缶
かん

ガラスとプラスチックのコップ

を決める
を決める
課題課題

見た目だけでは判断しにくい物質を見分けるためには、
どのようにすればよいのだろうか。

見た目だけでは
判断しにくい物質を
見分けるためには、
どうすればいいのかな。

見た目ではかたくり粉の
ように思えるけど、
他の物質とも似ているから、
見分けるのは難しいね。

右の写真の物質は、砂糖、食塩、
かたくり粉のうち、どれでしょうか。
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を立てる
を立てる
仮説仮説

砂糖、食塩、かたくり粉のように、
見た目だけでは判断しにくい物質を見分けるためには、
どのようにすればよいか考えてみよう。

言葉言葉

カタクリの花

かたくり粉は、もともとカタクリに蓄
たくわ

えられ
たデンプンからつくられていましたが、現在
は主にジャガイモのいもに蓄えられたデンプ
ンからつくられています。

かたくり粉（デンプン）

砂糖や食塩は
水にとけるけど、
かたくり粉は
水にとけないと思うから、
水にとける性質が
あるかを比べれば
見分けられると思う。

小5

「もののとけ方」

食塩や砂糖は、水にと
かすと水

すい

溶
よう

液
えき

になる。

小6

「ものが燃える
仕組み」
ものが燃えるときには、
空気中の酸素の一部が
使われて、二酸化炭素
ができる。

思い出そう

実験では、性質がわかっていない
物質を使うこともあります。
味を調べたり、手

て

触
ざわ

りを
調べたりしてはいけません。

を立てる
を立てる
計画計画

見た目だけでは判断しにくい物質を見分けるためには、どのような方法で実験を
行えばよいか、仮説をもとに、小学校での学習や76ページの 図5 を
参考にしながら実験の計画を立ててみよう。

加熱したときに
二酸化炭素ができたか
どうかを調べるときには、
石
せっ

灰
かい

水
すい

を使います。
石灰水は、二酸化炭素に
触
ふ

れると白くにごります。

砂糖を焦
こ

がしてしまったことがあるから、
加熱したとき燃える性質があるかどうかを
比べればいいと思う。

それぞれの物質をいくつかの方法で調べて、
性質を比

ひ

較
かく

すればいいね。

それぞれの物質が
水にとけるかどうかを調べるときは、
試験管に入れる物質の量や水の量を
そろえる必要があるね。

加熱したときの様子を調べるためには、
加熱するための道具が必要だね。
他にも、二酸化炭素ができたか
どうかを調べる薬品があるといいね。

加熱したときの様子を調べるためには、
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●4

●1
●2

ここにも注目 教師キャラクター
が生徒の学習を支援します。

●3

探究する力が身につく教科書特色 1

受理番号 学校 教科 種目 学年

105-62 中学校 理科 理科 第１学年
※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 ※教科書名

編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）



2

身につく❶
　章や節の最後に「要点をチェック」を設定
し、小さなまとまりごとに学習内容をおさえ
られるようにしています。また、単元の最後
に「要点と重要用語の整理」を設け、学習内
容をまとめられるようにしています。

身につく❷
　単元で学習したことの定着を確かめる「基
本問題」と、読解力を用いる「活用問題」を
掲載しています。
　また、１年間の学習を総合的に確かめる
「学年末総合問題」を巻末に掲載しています。

① 学習の振り返りとまとめ、理解度を確かめる問題で学力を定着させます。

② 学びの深まりを生徒自身が認識できるように工夫しています。

▼p.219 ▼p.258、260、262

▼p.256

1
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4

光ファイバーの原理 内視鏡

水中から見上げた景色図21

　水中に潜
もぐ

って空を見ると、空は丸く見える
図21 。このとき、ほぼ真上には空が見える
が、斜

なな

め上には空が見えず、水面が鏡のよう
になって、水中のものが見える。これは、水
中のものからの光が全反射して目に届くから
である。

図20 で、光が空気中から水中に進むとき、入射角を大きくしても全反射は
起こらない。この理由について考えよう。

光が空気中から
水中に進むときの
入射角と屈折角の
関係は…。

光が水中から空気中に
進むときは、
入射角を大きくすると
屈折角が90°になる
場合があったね。

考えよう考えよう

生 活

3光が空気中からガラスの中へ進むとき、入射角と屈折角の関係はどのように
　なっているか。… p.216

2自ら光を出さない物体が見えるのはどうしてか。… p.211

1反射の法則とは、どのような法則か。… p.211

4光がガラスの中から空気中へ進むとき、入射角と屈折角の関係はどのように
　なっているか。… p.216

要点をチェック

　光の全反射を利用したものに、インターネッ
トの光通信や医

い

療
りょう

用の内視鏡に使われる光ファ
イバーがあります。光ファイバーは、細いガラ
ス繊

せん

維
い

やプラスチック繊維でできていて、右の
図のように、光はその内部で全反射を繰

く

り返し
て進みます。

光ファイバー
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水中から

見上げた景色
当社二次元
コード入る

要点を
チェック

当社二次元
コード入る
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10

15

要点と重要用語の整理要点と重要用語の整理 単元４　光・音・力

光
ひかり

の直
ちょく

進
しん

光
こう

源
げん

光
ひかり

の反
はん

射
しゃ

入
にゅう

射
しゃ

角
かく

反
はん

射
しゃ

角
かく

反
はん

射
しゃ

の法
ほう

則
そく

乱
らん

反
はん

射
しゃ

像
ぞう

光
ひかり

の屈
くっ

折
せつ

屈
くっ

折
せつ

角
かく

全
ぜん

反
はん

射
しゃ

凸
とつ

レンズ

光
こう

軸
じく

焦
しょう

点
てん

焦
しょう

点
てん

距
きょ

離
り

実
じつ

像
ぞう

虚
きょ

像
ぞう

【重要用語】

光がまっすぐに進むこと。 p.207

太陽や電灯のように、自ら光を出している物体。 p.207

物体に当たった光が、その物体の表面ではね返る現象。 p.208

1章 光の性質 p.206～231

物体の表面に垂直に引いた線と入射光との
なす角。 p.208

物体の表面に垂直に引いた線と反射光との
なす角。 p.208

光が鏡に当たって反射するとき、入射角と反射角は常に等しいというきまり。
p.211

一つ一つの光は、反射の法則を満たす向きに反射されているが、実際には、あ
らゆる向きに光が反射されること。 p.212

実際には物体がないのに、鏡などに映って、そこに物体があるかのように見え
るもの。 p.212

光が物質の境界面で折れ曲がって進む現象。
p.214

境界面に垂直に引いた線と屈
くっ

折
せつ

光とのなす
角。 p.214

光が水中から空気中に進むとき、入射角が
ある値

あたい

よりも大きくなると、屈折する光は
なくなり、反射する光だけになる現象。　 p.218

虫眼鏡のレンズのように、中央部が最も厚く、縁
ふち

の部分がうすくなっているよ
うなレンズ。 p.220

p.220

物体が凸レンズの焦点より外側にあるときにできる、上下左右が逆の像。
p.226

物体が凸レンズの焦点より内側にあるときにできる、凸レンズを通して見える
像。 p.226

凸
とつ

レンズの中央で、凸レンズの表面に
垂直に引いた線。 p.220

凸レンズに当たった平行な光が光
こう

軸
じく

上
で交わる点。 p.220

凸レンズの中心から焦
しょう

点
てん

までの距
きょ

離
り

。

鏡

入射角 反射角

焦点

光軸

焦点

焦点距離 焦点距離

光軸に平行な光

入射角

入射角屈折角

屈折角

ガラス
空気

空気

境界面

境界面
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基本問題基本問題 単元４　光・音・力

右の写真のように、水の入ったコップに箸
はし

を入れると箸が折れ曲

がって見える。あとの問いに答えなさい。
1 空気中からきた光が水面に斜

なな

めに当たって水中を進むとき、入射角と

屈
くっ

折
せつ

角の間にはどのような関係があるか。簡単に説明しなさい。
2 水につかった箸が折れ曲がって見える現象と同じ理由で起こる現象を

次のア～ウから一つ選びなさい。

ア．光ファイバーの中を光が進む。　　　イ．静かな水面に景色が映って見える。

ウ．虫眼鏡を通して近くの物体を見ると、実物よりも大きく見える。

右の図のような位置に凸
とつ

レンズと物体ＡＢがある。

F1とF2は凸レンズの焦
しょう

点
てん

である。あとの問いに答え

なさい。
1 Ａからの光のうち、焦点F1を通る光の道筋と焦点F2を通

る光の道筋を、方眼の端
はし

までそれぞれ作図しなさい。
2 物体ＡＢの像A′B′を作図しなさい。
3 像A′B′は、実像、虚

きょ

像
ぞう

のいずれか。
4 像A′B′の大きさと上下左右の向きは実物と比べてどのようになっているか。次のア～カから選びなさ

い。

ア．実物よりも大きく、向きが同じである。　　　イ．実物よりも大きく、向きが逆である。

ウ．実物よりも小さく、向きが同じである。　　　エ．実物よりも小さく、向きが逆である。

オ．実物と同じ大きさで、向きも同じである。　　カ．実物と同じ大きさで、向きが逆である。
5 物体ＡＢを凸レンズから遠ざけた場合、Ａからの光のうち、焦点F1とF2を通る光の一方は、凸レンズに

当たったあとの光の進路が 1 と同じであり、もう一方は 1 と異なる。凸レンズに当たったあとの光の進

路が 1 と異なるのは、焦点F1とF2のどちらを通る光か。
6 物体を凸レンズから遠ざけると、像の大きさは 2 のときと比べてどのようになるか。次のア～ウから選

びなさい。

ア．大きくなる。　　　　　　　イ．小さくなる。　　　　　　ウ．変わらない。
7 6 のとき、像のできる位置は 2 のときと比べてどのようになるか。次のア～ウから選びなさい。

ア．凸レンズから遠くなる。　　イ．凸レンズに近くなる。　　ウ．変わらない。

音の伝わる速さを調べるために、校舎の壁
かべ

から85ｍ離
はな

れた位置で号
ごう

砲
ほう

をうち、反射した音が聞こえ

るまでの時間を測定した。あとの問いに答えなさい。
1 音が往復した距

きょ

離
り

は何ｍか。
2 10回測定を行い、その平均を計算すると、0.5秒であった。音の伝わる速さは何ｍ/sか。

1

2

3

Ａ

Ｂ F1 F2
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あるクラスでは、経験したことや気づいたことについて話し合っている。

1 図２は、一郎さんが後頭部を確認する様子を真上から見たものである。Ａ点

から出た光が２枚の鏡で反射して右目に届くとき、正面の鏡ではどこで反射

するか。図２のア～エから選びなさい。

2 下線部 1 のようになる理由を、｢光の速さは、｣ の書き出しで、簡単に説明しなさい。
3 花火が広がったのが見えてから音が聞こえるまでの時間は2.5秒であった。花火を見た地点から花火が

広がった場所までの距離は何ｍか。ただし、音の伝わる速さを340ｍ/ｓとする。

春子さんと先生は、下線部 2 と音の波形の様子の関係を調べるため、次のような実験を行った。

4 図３のように記録された音の振動数は何Hzか。ただし、横
よこ

軸
じく

の１目盛りは

0.001秒を示すものとする。
5 下線部 3 の結果として最も適切なものを、次のア～エから選びなさい。ただし、縦

たて

軸
じく

、横軸の１目盛り

の大きさは図３と同じであるものとする。

活用問題活用問題 単元４　光・音・力

1
図１ 図２

ア
右目

B

鏡

イ

ウ

エ

エ.ウ.イ.ア.

図３
1回の振動

縦軸：振幅　横軸：時間

Ａ

図１ 図２

図３

図１ 図２

ア
右目

B

鏡

イ

ウ

エ

一郎：昨日、髪
かみ

を切ってきました。理容師さんが手
持ち鏡を使って見せてくれたから、二つの鏡
を使って、うしろもちゃんと確認できました
(図１)。

春子：おんさをたたいたときに出た音の波形をオシロスコープの画面に
表示させました。図３はその様子です。

先生：おんさをもっと強くたたいたらどうなりますか。
春子：□表示された波形が変化しました。さらに強くたたいたら、画面

内に１回の振動の波形全体が表示されなくなってしまいました。

3

春子：先日、花火大会に行ってきました。□花火が広がったのが見えてから少し遅れて音が聞こえました。
このとき、花火によって聞こえる□音の大きさや高さがちがっていました。

1

2
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動物の分類について、あとの問いに答えなさい。図１は、

いろいろな特
とく

徴
ちょう

をもとに、５種類の動物をなかま分けし

たものである。
1 図１の、特徴１、特徴２にあてはまるものを、次のア～エか

らそれぞれ選びなさい。

　ア．陸上に殻
から

のある卵を産むか。

　イ．子の生活場所は水中か。

　ウ．親は肺で呼吸するか。

　エ．体が外骨格で覆
おお

われているか。
2 特徴３にあてはまる文を、次のように二つ考えた。

　(　　　）にあてはまる語句を答えなさい。

　・体が羽毛で覆われているか。　・(　　　）と２本のあしがあるか。
3 バッタやイカのような背骨のない動物は、図１の五つの動物とは別のなかまに

分類される。バッタやイカのような背骨のない動物を何というか。
4 図２は、草食動物と肉食動物の頭骨を表している。図１のシカと同じ草食動物

のなかまの頭骨として適切なものを、ア、イから選びなさい。また、選んだ理

由を、図２の頭骨の歯の特徴に着目して、簡潔に述べなさい。

水
すい

溶
よう

液
えき

に関する実験について、あとの問いに答えなさい。

1 水にとけている物質を溶質というのに対して、溶質をとかしている水を何というか。
2 実験の下線部で、硝酸カリウム、ミョウバン、塩化ナトリウムを、それぞれ同じ質量ずつ別のビーカー

学年末総合問題学年末総合問題

1

2

ア

イ

図２

図１

R1_9-1_zu_01

カエル、ワニ、シカ、フナ、ハト

子宮で卵
らん

を育ててから子を産むか。

特徴１

特徴２

特徴３

シカ ハト ワニ カエル フナ

100
ｇ
の
水
に
と
け
る
物
質
の
量

〔g〕

温度〔℃〕

塩化ナトリウム

ミョウバン

硝酸カリウム
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図１

はい
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いいえ

いいえ

いいえ

いいえ
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【実験】

　60℃の水 100 ｇの入った三つのビーカーを用意し、
同じ質量の硝

しょう

酸
さん

カリウム、ミョウバン、塩化ナトリウ
ムをそれぞれ別のビーカーに入れ、よくかき混ぜた。
すると、全ての物質が水にとけた。次に、三つのビー
カーの水溶液の温度をそれぞれ 10℃まで下げると、
硝酸カリウムとミョウバンの水溶液から固体が生じた
が、塩化ナトリウムの水溶液には変化が見られなかっ
た。 
図１は、硝酸カリウム、ミョウバン、塩化ナトリウ

ムの、いろいろな温度の水 100ｇにとける物質の質量
を表したものである。
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2
章

　音
の
性
質

単
元 

4

　音をマイクロホンを使って入力し、
音の波形をオシロスコープやコン
ピュータの画面に表示させたとき、
波の高さから振幅の大きさを読み取
ることができる。画面に表示される
音の波形は、大きい音ほど振幅が大
きい 図14 。
　また、画面の横

よこ

軸
じく

は時間を表して
いて、波の数から振動数を読み取る
ことができる。画面に表示される音
の波形は、高い音ほど振動数が大き
い 図15 。

　ヒトが聞くことができない高い音（およそ20000 Hz以上
の音）を超

ちょう

音
おん

波
ぱ

といいます。コウモリやイルカなどは、超音
波を出し、反射してきた超音波から、障害物や餌

えさ

の位置を感
じ取っています。いくつかの動物の聞くことができるおよそ
の振動数の幅（可聴周波）を右の表に示します。

聞こえない音

音の大きさを変えたときに表示される波形のちがい図14

より
大きい音

音の高さを変えたときに表示される波形のちがい図15

より
高い音

振幅 波の数
（１回）

1 モノコードの弦の振幅を大きくすると、音はどうなるか。… p.240
2 モノコードの弦の振動数を大きくすると、音はどうなるか。… p.240

要点をチェック

学習後の私
学習したことを使って、弦楽器を演

えん

奏
そう

するとき、指で弦をおさえている
理由について説明してみよう。

動物 可聴周波〔Hz〕

ヒト 20～20000

イヌ 15～50000

ネコ 60～65000

イルカ 150～150000

コウモリ 1000～120000

画面に表示され
た音の波形は、
右の図のように
して読み取る。

ここでのポイントここでのポイント

241
当社二次元
コード入る

要点を
チェック

5

10

15

身につく❸
　学習前に比べてより科学的な答えができるように
なった自分の成長を感じるとともに、さらに探究し
たい、学習を深めたいという意欲にもつながります。

◀p.232

p.241▶

2章
私たちは、楽器の音や人の声、テレビのスピーカーから聞こえる音、自動車のエンジン音などの
さまざまな音に囲まれて生活している。
これから、このような音は、どのように発生し、
どのようにして私たちの耳に届くのか、
また、音は、どのような性質をもっているのかを学んでいこう。

音の性質

学習前の私
弦
げん

楽器を演
えん

奏
そう

するとき、指で弦をおさえているのはなぜだろうか？

これまでの学習
音が出ているときの物の震

ふる

えは、大きい音が出ているときの方が大きい。
また、音が伝わるとき、音を伝える物は震えている。
「音の性質 小3 」

お
さ
ら
い

お
さ
ら
い

音楽ホールでの演奏
（北海道札

さっ

幌
ぽろ

市）

232
これまでの学習の
おさらい

当社二次元
コード入る
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確かな学力が身につく教科書特色 2



3

① 授業で使用できる便利なツールや資料を「まなびリンク」で提供しています。

② 個別最適な学びに便利なコンテンツも「まなびリンク」で提供しています。

探
究
し
て
み
よ
う

どのような分類の観点と、その観点に基
もと

づく基準を決めれば、
身近な生物をうまく分類できるかを確かめる。

目的

実習1 観点や基準を決めて生物を分類する
するする

実習実習

準備 観察カードあるいは生物カード　 記録用紙　 色鉛
えん

筆
ぴつ

方法

オオカナダモ

タンポポ

バッタ メダカ

ネコ ミミズ

分類の例

自ら動く 自ら動かない

1 分類する生物を20種類程度選ぶ。

2 分類するときの観点と、その観点に基づいた基準を決める。

3 観察カードや生物カードを使い、 2で決めたそれぞれの基準にあてはまる生物を選び出し、下の図の
ように囲む。

4 3の分類をもとに、それぞれの観点について、選んだ生物にあてはまる基準をまとめた表を作成する。
そして、同じ基準については、表のマスを同じ色で塗

ぬ
る。

分類の観点：動き
分類の基準：「自ら動く」「自ら動かない」

ステップ1 観点と基準を決めて、分類する

18 生物カード
当社二次元
コード入る

基礎技能

1
章

さ
ま
ざ
ま
な
物
質
と
そ
の
見
分
け
方

単
元

2

火のつけ方

炎の調節の仕方

火の消し方

コックを
閉める。

3

Bをさらにゆる
め、炎

ほのお

の大きさ
を10cmぐらい
に調節する。

1 Bを動かさな
いでAをゆる
め、空気の量
を調節する。

2

ガスの元栓を閉める。4

ガスバーナーの使い方

Aを閉めて空気を止める。1

Bを閉めてガスを止める。2

※ねじを閉めるときは、
きつく閉めすぎない。

ガスバーナーの仕組み

炎の調節

ガスの
通り道

空気調節ねじ（A）

ガスの出口
空気とガスが
混ざった気体

空気

ガス調節ねじ（B）

A、Bのねじが閉まって
いることを確認する。

1 ガスの元
もと

栓
せん

を
開く。

2 コックを開いたあと、
斜
なな

め下から火を近づけ、
Bをゆるめて火をつけ
る。

3

※Bをゆるめるとき、
Aはおさえない。

火を近づけてから、
Bをゆるめる。

B B
A

A

空気の量が
不足している。

空気の量が
多すぎる。

適正

コック ガス

B
A

B
A

77
ガスバーナーの

使い方
当社二次元
コード入る

支える
　分類の学習で使用できる「生
物カード」ツールを用意してい
ます。

支える
　器具操作を動画で学べる「器
具の使い方動画」を用意してい
ます。

二次元コードから
アクセス!!

▼p.18 ●生物カード

デジタルの学びをより効果的に。「指導者用デジタル教科書（教材）」「学習者用デジタル教科書」

「学習者用デジタル教材」の発行を予定しています。

●二次元コードと結びつけて次のようなコンテンツを用意しています。
・・動画…器具の使い方動画、インタビュー動画、360°動画 など
・・Webずかん…植物ずかん、こん虫ずかん、鳥ずかん、気象ずかん、天体ずかん、SDGsずかん など
・・Webアプリ…生物カード、音の波形表示ツール、３Dモデル、フラッシュカード など

▼p.77 ●器具の使い方動画

▼p.13 ●こん虫ずかん

▼p.35

1
章

　生
物
の
観
察
と
分
類

単
元 

1
観察1 身近な生物の体の特徴と見られる場所を調べる

・観察した生物の体には、どのような特徴があるといえるか。
・生物の種類とその生物が見られた場所には、どのような関連があるといえるか。

観察結果から考えよう

考察考察

身近な生物を観察し、その体の特徴と、生活している場所を確かめる。目的

結果

生物
特徴 タンポポ

形

色

大きさ

見られた場所
（日当たりや土の湿り具合など）

記 述 観察結果を表にまとめる

準備 ルーペ　 筆記用具　 観察カード　 ものさし　 生物図鑑

禁止

知らない植物や動物に
むやみに触らない。 禁止

池や沼
ぬま

などには
一人で近づかない。

移動させた石などはもとに戻
もど

すように注意する。
注意

方法 ステップ1 観察する生物を決め、観察を行う

2 日当たりや土を触
さわ

ったときの湿
しめ

り具合など、その生物が見られ
た場所について調べる。

●  見つけた生物の名前がわからない場合は、図鑑で調べる。

1 あらかじめ決めておいた着目する点に基
もと

づいて、学校周辺に見
られる生物を観察する。

観察観察

見つけた生物の体の特徴と見られた場所

13
当社二次元
コード入るWebずかん

2
章

植
物
の
体
の
共
通
点
と
相
違
点

単
元

1

サクラの花が咲いたあとにできるさくらんぼと、イチョウの花が咲いたあとに
できるぎんなんは、同じつくりといえるかどうか、下の資料をもとに説明しよう。

裸子植物であるイチョ
ウの雌花には子房がな
く、果実になる部分が
ない。果実のように見
える部分は、種皮とよ
ばれる種子の皮にあた
る部分である。

1アブラナの花は、どのようなつくりをしているか。… p.27
2子房と胚珠は、それぞれ何になるか。また、花は、どのようなはたらきをしているか。… p.28
3アブラナの花とマツの花には、どのような共通点や相

そう

違
い

点があるか。… p.33
4種子植物の分類を整理するとどのようになるか。… p.34

要点をチェック

　自ら動くことのできない植物が分布を広げられるのは、
種子を散布する仕組みが発達しているためです。
　タンポポやイロハモミジの種子は風によって、ココヤ
シの種子は水によって散布されます。
　動物の体に付着したり動物に食べられたりすることに
よって散布される種子もあります。例えば、オナモミの
種子は、果実の表面のとげで動物の体に付着することに
よって散布され、イイギリの種子はヒヨドリなどに食べ
られることによって散布されます。
　この他、ホウセンカやカタバミ、カラスノエンドウの
ように、果実がはじけることによって種子が散布される
ものなどもあります。

種子の散布

オナモミの果実

イロハモミジの果実 ココヤシの果実

イイギリの果実を
食べるヒヨドリ

サクラ（被子植物） イチョウ（裸子植物）

果実 胚珠

雄花 雌花

胚珠 種子

種皮

種子

活用活用
しようしよう

子
房

果
実

種子

胚珠

種
しゅ

皮
ひ

35
当社二次元
コード入る

要点を
チェック

当社二次元
コード入るWebずかん

5

10

15

●フラッシュカード

支える
　植物、昆虫、鳥などについて
深く知りたいときに使える、

「Webずかん」を用意していま
す。

支える
　「要点をチェック」の内容を
繰り返し確認できる「フラッ
シュカード」を用意しています。

デジタルの学びを支える教科書特色 3
当社
二次元
コード入ル



4

検討の観点と内容の特色

当社
二次元
コード入ル

観点 内容の特色（該当箇所掲載） 該当箇所

教育基本法の遵守

・・自然の事物・現象に関わり、見通しをもって観察・実験を行うことで、幅広い知識と
教養を身に付け、真理を求める態度を養うようにしています。 全体

・・仮説や計画、考察などの学習場面で生徒どうしが考えを伝え合う姿や、観察や実験を
協力して行う姿を表現し、日頃から自他の敬愛と協力を重んずる態度を養えるように
しています。

p.13、126～127、
223　など

・・郷土の自然を調べる活動を多く取り上げ、身近な自然を理解することを通して、地域
を愛する態度を養えるように配慮しています。

p.140～141、巻
末⑨～⑩　など

学習指導要領との関連

・・学習指導要領に示された目標に則り、観察、実験を行うことを通して自然の事物・現象
を科学的に探究するために必要な資質・能力が育成されるように構成しています。特
に、第１学年では「自然の事物・現象に進んで関わり、それらの中から問題を見いだ
す活動」を重点として編修しています。

全体
・・各学年の巻頭に、「探究の進め方」をわかりやすく表現するとともに、単元内の紙面
にも同じ表現を使用し、「疑問を見つける」「課題を決める」「仮説を立てる」「計画を
立てる」「観察する・実験する」「考察する」「結論を示す」の順で展開することで、生
徒が見通しをもって学習を進められるようにしています。

構成・配列・分量
・・ゆとりをもって探究的な学習が進められるように、年間配当時数の９割程度の授業時
数で指導できる内容で構成したり、季節や気候の影響が大きい観察・実験の時期に配
慮したりしながら、全体を適切に構成しています。

全体

主体的・対話的で深い学び
・・生徒キャラクターのイラストを使って、探究の過程ごとに、意見交換したり、科学的
な根拠に基づいて議論したりして、自分の考えをより妥当なものにする場面が表現さ
れており、生徒が対話的に学び合って学習を進められるように配慮しています。

p.17、74～75
など

知識及び技能の習得

・・「要点をチェック」「要点と重要用語の整理」「基本問題」「活用問題」「学年末総合問
題」の五段階のチェックで知識を確実に習得できるようにするとともに、「基礎技能」
の項を設けて、基本的な器具の使い方が身につくようにしています。この「基礎技能」
は、二次元コードと結びつけた動画を見ながら操作を学べるようにしています。

p.21、66～70、
262～265
など

思考力・判断力・表現力の育成

・・各単元に位置づけられた「疑問から探究してみよう」により、科学的に探究する力を
重点的に育成できるようにしています。

p.16～20、74～
81　など

・・単元末の「活用問題」では、知識及び技能だけでなく、	思考力・判断力・表現力を確
認できる問題を提供しています。

p.68、136、
202、260

学びに向かう力、人間性等の涵養
・・「学習前の私」「学習後の私」で、日常と関連づけながら、生徒自身の科学的な概念の
変容を認識させる場面を設け、自らの学習を調整しながら学習を深められるように工
夫しています。

p.6、21、72、89、
148、157、206、
231　など

理科の見方・考え方 ・・理科の見方や考え方をはたらかせている場面を、生徒の対話の中で表現しています。 全体

ものづくりの工夫
・・ものづくりについては、高度なものや複雑なものではなく、大きな結晶など、原理や
法則などに対する理解を深め、生徒の創意や工夫が生かせるような製作となるように
配慮しています。

p.111　など

家庭学習への配慮
・・家庭での自学自習ができるように、「要点をチェック」の箇所には、二次元コードと
結びつけた「フラッシュカード」を用意しています。

p.21、89、157、
231　など

他教科との関連
・・「ブリッジ算数」のマークを付けて他教科との結びつきを紹介したり、「理科で使う算
数・数学」のページを設けたりして、教科間の関連を図りやすいように工夫していま
す。

p.106、274～
275

小学校の理科との連携
・・各単元扉の「学んでいくこと」、各章扉の「これまでの学習」、各単元の中に適宜配置
された「思いだそう」により、学習の系統性を意識しながら、既習内容をもとに仮説
や計画を立てられるように配慮しています。

p.5、6、12、71、
72、84、140
など

高等学校の理科との連携
・・発展的な学習内容を中心に、高等学校以上で扱う内容をわかりやすく示しており、生
徒が高等学校の学習に興味をもてるように工夫しています。

p.38、69、115、
189、231　など

地域性への配慮
・・導入で示す事例や資料写真では、北海道から沖縄までさまざまな地域を取り上げ、地
域の特性に配慮した学習ができるようにしています。 全体

カリキュラム・マネジメントへの
対応

・・内容の組み換えが行いやすいように、単元、章、節の区切りで整理して学習内容を構
成し、カリキュラム・マネジメントを行いやすい構造にしています。 全体
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特別支援・人権教育への配慮
・・専門家による監修・校閲を受け、全ての人にとっての学びを保障する観点に立って編
修しています。 全体

SDGsへの対応
・・「ハローサイエンス」などのコラムでは、関連があるSDGsの目標をアイコンで示す
とともに、目標をより詳しく調べることができる「SDGsずかん」を用意しています。

p.35、119、197、
231　など

デジタル化への対応
・・紙面と二次元コードで結びつけるかたちで、Webずかん、学習ツール、動画などを
用意し、限られた紙面では伝えきれなかった情報を提供しています。

p.9、13、18、21、
55、239　など

地震対策・感染症対策
・・巻頭の「理科室のきまりと応急処置」で、地震が起きたときや感染症が広がったとき
の対応を、生徒にわかりやすい表現で説明しています。 p.2～3

造本の工夫

・・AB判を縦に3mm拡大した判型を採用し、資料写真を大きく掲載したり、レイアウト
にゆとりをもたせたりすることで、子どもの興味を高めています。 全体

・・表紙には、水をはじき、細菌などが増えるのを抑える特殊加工をしています。 表紙

２．対照表
教科書の内容構成 配当時数 学習指導要領の内容 該当箇所

自然の探究・探究の進め方 【2】 １分野（１）、（２）
２分野（１）、（２） p.③～3

単元１　いろいろな生物とその共通点 【25】 ２分野（１） p.4～69

１章　生物の観察と分類 7 （ア）㋐	㋑ p.6～21

２章　植物の体の共通点と相違点 9 （イ）㋐ p.22～41

３章　動物の体の共通点と相違点 9 （イ）㋑ p.42～63

単元２　身のまわりの物質 【26】 １分野（２） p.70～137

１章　さまざまな物質とその見分け方 7 （ア）㋐ p.72～89

２章　気体の性質 5 （ア）㋑ p.90～99

３章　水溶液の性質 6 （イ）㋐ p.100～113

４章　物質の状態変化 8 （ウ）㋐	㋑ p.114～131

単元３　大地の成り立ちと変化 【26】 ２分野（２） p.138～203

序章　身近にある地形・地層・岩石を観察しよう ４ （ア）㋐ p.140～147

１章　大地の歴史と地層 5 （イ）㋐ p.148～161

２章　火山活動と火成岩 ７ （ウ）㋐ p.162～173

３章　地震と大地の変化 ７ （ウ）㋑ p.174～189

４章　大地の躍動と恵み 3 （エ）㋐ p.190～197

単元４　光・音・力 【25】 １分野（１） p.204～261

１章　光の性質 12 （ア）㋐	㋑ p.206～231

２章　音の性質 5 （ア）㋒ p.232～241

３章　力のはたらき ８ （イ）㋐ p.242～255

校外の施設を活用しよう
自由研究
巻末資料

【1】 １分野（１）、（２）
２分野（１）、（２） p.266～275

105



1

（「類型」欄の分類について）
１…	学習指導要領上、隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても、当該学年等の学習内容と直接的な系統性がある
ものを含む）とされている内容

２…学習指導要領上、どの学年等でも扱うこととされていない内容

ページ 記述 類型 関連する学習指導要領の内容や内容の取扱いに示す事項 ページ数

31 茎の断面のちがい 1 ２分野（１）（イ）㋐ 植物の体の基本的なつくりを理解すること
上記に関連して、植物の体のつくりについての理解を深める。 0.25

38 藻類 1 ２分野（１）（イ）㋐ 共通点や相違点に基づいて植物が分類できること
上記に関連して、生物の種類についての理解を深める。 1

50 脊椎動物の体温 1
２分野（１）（イ）㋑
（内容の取扱い）ウ

体の表面の様子や呼吸の仕方などの特徴を基準とし分類できる
上記に関連して、脊椎動物の特徴についての理解を深める。 0.5

53
草食動物と肉食動物の
体のつくりのちがい
【消化管のつくりのちがい】

1
２分野（１）（イ）㋑
（内容の取扱い）ウ

体の表面の様子や呼吸の仕方などの特徴を基準とし分類できる
上記に関連して、哺乳類の体のつくりの特徴についての理解を深め
る。

0.25

69
どのような生物か？
・・	ウィルスはどのよう
な生物か？

1 ２分野（１）（ア）㋑ いろいろな生物を比較して見いだした共通点や相違点を基にして分
類できること
上記に関連して、生物の分類についての理解を深める。

0.5

103 牛乳は水溶液か？ 1 １分野（２）（イ） 物質の水への溶解を粒子のモデルを用いて微視的に捉えさせる
上記に関連して、水溶液についての理解を深める。 0.5

115
言葉
融解	凝固	蒸発	凝縮
昇華	凝華

1 １分野（２）（ウ） 物質を加熱したり冷却したりすると状態が変化すること
上記に関連して、状態変化についての理解を深める。 0.25

124 状態変化と粒子の
熱運動 1 １分野（２）（ウ） 状態変化によって粒子の運動の様子が変化していること

上記に関連して、状態変化についての理解を深める。 0.5

137 水と油は混ぜ合わせる
ことができる？ 1 １分野（２）（イ） 物質の水への溶解を粒子のモデルを用いて微視的に捉えさせる

上記に関連して、水溶液についての理解を深める。 1

158 古生代より前 1 ２分野（２）（イ） 地層の生成年代としては、古生代、中生代、新生代を扱う
上記に関連して、地質年代についての理解を深める。 0.25

177 P波（縦波）と
S波（横波） 1

２分野（２）（ウ）㋑ 地震の揺れについては、初めに小さな揺れがあり、続いて大きな揺
れがあることに気づかせる
上記に関連して、地震波についての理解を深める。

0.5

189 大陸は移動している 1
２分野（２）（ウ）㋑ 地震の原因については、プレートの動きによって理解できる

上記に関連して、地球規模のプレートの動きについての理解を深め
る。

1

203 プレートの動きと火山
地球の内部を探る 1

２分野（２）（イ）（ウ） 地震の原因については、プレートの動きによって理解できる
上記に関連して、地球規模のプレートの動きについての理解を深め
る。

1

231 目に見えない光 1
１分野（１）（ア）㋐
（内容の取扱い）ア

プリズムなどによって白色光はいろいろな色の光に分れることにつ
いて触れる
上記に関連して、光の進み方についての理解を深める。

0.5

236 音が認識される仕組み 1 １分野（１）（ア）㋒ 音はものが振動することによって生じ空気中などを伝わること
上記に関連して、音の伝わり方についての理解を深める。 0.25

合　　計 8.25
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えい さかい はい けい は こう きょう りん

瑛 堺 胚 珪 爬 肛 鋏 琳 燕
② 4 27 38 50 53 57 68 68

びょう い す ほろ あさひ ちょう す かさ ささ

屏 伊 洲 幌 旭 銚 栖 笠 篠
68 68 115 141 141 143 145 159 161

あし せん あが あ そ あつ くぼ たつ れい

芦 閃 吾 阿 蘇 渥 窪 辰 嶺
161 168 171 174 174 178 178 179 186

や くし とら ひこ べつ つばき とろ しゅう

爺 釧 寅 彦 瞥 椿 瀞 褶
190 193 197 197 ⑩ ⑩ ⑩ ⑩

読み

読み

読み

常用漢字以外の使用漢字一覧表（第１学年）



出 典 一 覧 表 
 

申 請 図 書 出 典 備 考 

ページ 名  称 種別 名  称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等 

①② 
四季彩の丘（北海道美瑛

町） 
写真      PIXTA 

③ ナナホシテントウ 写真      フォトライブラリー 

③ 鋳造所 写真      PIXTA 

④ 砂岩の地層 写真      PIXTA 

④ ウユニ塩原 写真      PIXTA 

④ 恐竜学者 小林快次先生 写真      小林快次 

⑤ ５種の水溶液 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

4,5 大仙公園 写真      PIXTA 

4 ヤマガラ 写真      PIXTA 

4 タヌキ 写真      PIXTA 

4 カエル 写真      PIXTA 

5 トンボ 写真      PIXTA 

5 カナヘビ 写真      PIXTA 

5 アジサイ 写真      PIXTA 

6,7 春の川辺（滋賀県） 写真      PIXTA 

6 サクラ 写真      アフロ 

6 アブラナ 写真      アフロ 

6 メダカ 写真      アフロ 



7 メジロ 写真      アフロ 

7 ヒヨドリ 写真      アフロ 

7 チョウ 写真      アフロ 

7 ミミズ 写真      アフロ 

7 ダンゴムシ 写真      PIXTA 

8 タンポポの花の断面 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

8 一つの花 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

8 拡大 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

9 ルーペ 写真      株式会社ヤガミ 

9 双眼実体顕微鏡 写真      ケニス株式会社 

10 キュウリグサ 写真      アマナイメージズ 

10 ヨモギ 写真      アマナイメージズ 

10 ヤエムグラ 写真      アマナイメージズ 

10 トノサマガエル 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

11 タンポポ 写真      PIXTA 

11 オオジシバリ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

11 タンポポの全体 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

11 タンポポの部分 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

11 日光がよく当たる 写真      PIXTA 

11 日光があまり当たらない 写真      PIXTA 

11 
タンポポの花とモンシロチ

ョウ 
写真      NNP 

11 時間帯によるちがい（朝） 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

11 時間帯によるちがい（昼） 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 



11 
時間帯によるちがい（夕

方） 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

11 日数の経過（１） 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

11 日数の経過（２） 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

11 日数の経過（３） 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

11 日数の経過（４） 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

11 日数の経過（５） 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

11 日数の経過（６） 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

12 
ヒメオドリコソウ全体(観察

カード裏面) 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

12 
ヒメオドリコソウの花拡大

(観察カード裏面) 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

15 ミジンコ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

15 ツボワムシ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

15 ゾウリムシ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

15 アオミドロ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

15 ツリガネムシ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

15 ミカヅキモ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

15 クンショウモ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

15 ツヅミモ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

15 ミドリムシ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

16 サクラ 写真      PIXTA 

16 スズメ 写真      PIXTA 

16 シロツメクサ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

16 バッタ 写真      フォトライブラリー 



16 メダカ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

16 アサガオ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

16 ミミズ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

16 タンポポ 写真      PIXTA 

16 オオカナダモ 写真      PIXTA 

16 アブラナ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

16 ネコ 写真      PIXTA 

16 チョウ 写真      PIXTA 

18 ネコ 写真      PIXTA 

18 ミミズ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

18 バッタ 写真      フォトライブラリー 

18 メダカ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

18 タンポポ 写真      PIXTA 

18 オオカナダモ 写真      PIXTA 

22 アブラナの花 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

23 ホウセンカの全体 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

23 図１ エンドウ 写真      PIXTA 

23 図１ ツツジ 写真      PIXTA 

24 アブラナ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

24 エンドウ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

24 オオムラサキツツジ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

25 分解後のアブラナの花 写真      アフロ 

25 分解後のエンドウの花 写真      アフロ 



25 分解後のツツジの花 写真      アフロ 

27 図２ アブラナの子房 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

27 図２ エンドウの子房 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

27 図２ ツツジの子房 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

27 図３ アブラナのやく 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

27 図３ アブラナの花粉 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

27 図３ エンドウのやく 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

27 図３ エンドウの花粉 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

27 図３ ツツジのやく 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

27 図３ ツツジの花粉 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

27 ヘチマ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

27 ユリ 写真      PIXTA 

27 アジサイ 写真      PIXTA 

28 図５ アブラナの子房 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

28 図５ 未熟な果実 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

28 図５ 熟した果実 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

28 アブラナの花とミツバチ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

28 トウモロコシの雄花 写真      PIXTA 

28 トウモロコシの雌花 写真      PIXTA 

29 図７ サクラの葉脈 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

30 アブラナの葉脈 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

30 タンポポの葉脈 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

30 ツユクサの葉脈 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 



30 スズメノカタビラの葉脈 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

30 アブラナの根 写真      アフロ 

30 タンポポの根 写真      アマナイメージズ 

30 ツユクサの根 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

30 スズメノカタビラの根 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

31 表2 アブラナの子葉 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

31 表2 タンポポの子葉 写真      アフロ 

31 表2 ツユクサの子葉 写真      アマナイメージズ 

31 
表2 スズメノカタビラの子

葉 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

31 アブラナの茎の断面 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

31 ツユクサの茎の断面 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

32 図9 マツの雌花と雄花 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

33 図10 マツの全体 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

33 図10 マツの雄花 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

33 図10 雄花の鱗片 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

33 図10 マツの雌花 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

33 図10 雌花の鱗片 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

33 図10 マツの花粉 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

33 
図10 風によって運ばれる

花粉 
写真      NNP 

33 図10 雌花の１年後 写真      NNP 

33 図10 １年後の鱗片 写真      NNP 

33 図10 雌花の２年後 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 



33 図10 ２年後の鱗片 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

33 図10 発芽したマツ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

34 クロマツ 写真      アーテファクトリー 

34 アカマツ 写真      アーテファクトリー 

34 スギ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

34 スギの雌花 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

34 スギの雄花 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

34 ヒマラヤスギ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

34 ヒマラヤスギの雌花 写真      アマナイメージズ 

34 ヒマラヤスギの雄花 写真      アマナイメージズ 

34 イチョウ 写真      アーテファクトリー 

34 イチョウの雌花 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

34 イチョウの雄花 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

34 ソテツ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

34 ソテツの雌花 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

34 ソテツの雄花 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

35 サクラの花 写真      PIXTA 

35 サクラの果実 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

35 サクラの種子 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

35 イチョウの雄花 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

35 イチョウの雌花 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

35 イチョウの種子 写真      PIXTA 

35 イチョウの種子の断面 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 



35 イロハモミジの果実 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

35 ココヤシの果実 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

35 オナモミの果実 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

35 
イイギリの果実を食べるヒ

ヨドリ 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

36 図11 イヌワラビ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

36 図11 ノキシノブ 写真      アーテファクトリー 

36 図11 ゼニゴケ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

36 図11 コスギゴケ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

37 
図12 イヌワラビの体のつ

くり(断面) 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

37 
図12 イヌワラビの胞子嚢

の集まり 
写真      アーテファクトリー 

37 図12 イヌワラビの胞子嚢 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

37 図12 イヌワラビの胞子 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

37 図13 ゼニゴケの胞子 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

37 図13 コスギゴケの胞子 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

38 カサノリ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

38 アオサ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

38 オニコンプ 写真      アマナイメージズ 

38 ミル 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

38 ヒジキ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

38 テングサ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

38 クチビルケイソウ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

38 ハネケイソウ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 



39 ムラサキサギゴケ 写真      アーテファクトリー 

40 図14  アサガオ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

40 図14 ツユクサ 写真      PIXTA 

40 図14 マツの雌花と雄花 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

40 図14 イヌワラビ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

40 図14 ゼニゴケ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

41 リンネ 写真      ユニフォトプレス 

41 リンネソウ 写真      アマナイメージズ 

41 牧野富太郎 写真      アマナイメージズ 

42 
博物館に展示された骨格標

本（ゾウ） 
写真      

麻布大学いのちの博

物館 

42 
博物館に展示された骨格標

本（キリン） 
写真      

麻布大学いのちの博

物館 

43 ヒトの骨格標本 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

44 カエルのレントゲン写真 写真      アフロ 

44 カニのレントゲン写真 写真      アフロ 

44 
カブトムシのレントゲン写

真 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

44 ヘビのレントゲン写真 写真      アフロ 

45 図３ フナ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

45 図３ カエル 写真      PIXTA 

45 図３ トカゲ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

45 図３ ハト 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

45 図３ ネコ 写真      PIXTA 

46 メダカ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 



46 カメ 写真      アマナイメージズ 

48 図４ オタマジャクシ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

48 図４ カエルの幼生の成長 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

49 図５ フナ 写真      PIXTA 

49 図５ フナのえら 写真      アフロ 

49 図６ イモリの幼生 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

49 図６ イモリの幼生のえら 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

49 図７ メダカ（卵生） 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

49 図７ メダカの卵 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

49 図７ カエル（卵生） 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

49 図７ カエルの卵 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

49 図７ カナヘビ（卵生） 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

49 図７ カナヘビの卵 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

49 図７ カモ（卵生） 写真      アマナイメージズ 

49 図７ ネコ（胎生） 写真      アマナイメージズ 

50 図８ フナの体の表面 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

50 図８ カエルの体の表面 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

50 図８ トカゲの体の表面 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

50 図８ ハトの体の表面 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

50 図８ ウサギの体の表面 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

50 カエルの冬眠 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

52 図９ 草を食べるシマウマ 写真      PIXTA 

52 
図９ シマウマを食べるラ

イオン 
写真      アマナイメージズ 



52 シマウマの頭骨 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

52 ライオンの頭骨 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

53 シマウマ 写真      アマナイメージズ 

53 ライオン 写真      アマナイメージズ 

54 
図10 ショウリョウバッタ

(メス) 
写真      フォトライブラリー 

54 図10 イカ 写真      PIXTA 

56 図11 バッタの産卵 写真      アマナイメージズ 

56 図11 カニの産卵 写真      NNP 

56 図12 バッタの脱皮 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

56 図12 カニの脱皮 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

56 図12 チョウの脱皮 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

57 
図13 トノサマバッタの気

門 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

57 図15 カブトムシ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

57 図15 トンボ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

57 図15 ヤスデ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

57 図15 イセエビ 写真      アマナイメージズ 

57 図15 ミジンコ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

57 図15 カブトガニ 写真      アマナイメージズ 

59 図16 イカの卵 写真      アマナイメージズ 

59 図16 タコの卵 写真      アマナイメージズ 

59 図17 マイマイの産卵 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

59 図18 タコ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 



59 図18 サザエ 写真      アマナイメージズ 

59 図18 ナメクジ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

60 図19 クラゲ 写真      アマナイメージズ 

60 図19 ミミズ 写真      アフロ 

60 図19 ナマコ 写真      アマナイメージズ 

61 コウモリ 写真      アマナイメージズ 

62 図20 フナ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

62 図20 カエル 写真      PIXTA 

62 図20 トカゲ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

62 図20 ハト 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

62 図20 ネコ 写真      PIXTA 

62 図20  チョウ 写真      PIXTA 

62 図20 カニ（サワガニ） 写真      フォトライブラリー 

62 
図20 クモ（ヤマシロオニ

グモ） 
写真      フォトライブラリー 

62 図20 イカ 写真      PIXTA 

62 図20 ミミズ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

63 ホヤ 写真      アマナイメージズ 

63 ウニ 写真      アマナイメージズ 

63 イソギンチャク 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

64 網状脈(アブラナの葉脈) 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

64 平行脈(ツユクサの葉脈) 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

68 燕子花図（尾形光琳） 写真      根津美術館 

68 ハダカカメガイ 写真      PIXTA 



68 ヒグマ 写真      PIXTA 

68 キタキツネ 写真      PIXTA 

68 オオワシ 写真      PIXTA 

69 イソバナ 写真      アフロ 

69 イソバナのポリプ 写真      アマナイメージズ 

69 ミドリムシ 写真      株式会社ユーグレナ 

69 
新型コロナウィルスの顕微

鏡写真 
写真      アフロ 

71 やかんの口から出る湯気 写真      PIXTA 

71 さまざまな調味料 写真      PIXTA 

72 
さまざまな材料でできたコ

ップ 
写真      アフロ 

73 図１ スプーンなど 写真      フォトライブラリー 

75 カタクリの群生 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

75 カタクリの花 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

82 図10 金属でできた鍋 写真      PIXTA 

83 図11 展性や延性 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

83 図11 熱をよく伝える 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

88 
図13 なたね油と鉄球を水に

入れたときの様子 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

88 水銀に浮く鉄球 写真      アーテファクトリー 

90 二酸化炭素のシャボン玉 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

90 水素のシャボン玉 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

94 
表１ 酸素(激しく燃える線

香) 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

94 
表１ 酸素(石灰水はにごら

ない) 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 



94 
表１ 二酸化炭素(火が消え

る線香) 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

94 
表１ 二酸化炭素(石灰水が

にごる) 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

98 
表2 水素にマッチの火を近

づける 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

98 
表2 アンモニアにリトマス

紙を近づける 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

98 表2 激しく燃える線香 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

98 表2 塩酸のびん 写真      株式会社ナリカ 

98 
表2 石灰水がにごる（試験

管） 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

98 表2 集気びんに入った塩素 写真      アフロ 

100 シュリーレン 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

100 
塩化ナトリウムがとける様

子(拡大) 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

101 図１ 食塩水 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

102 
もののとけ方（食塩を水に

入れる） 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

102 
もののとけ方（とかしたあ

と） 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

107 
図９ とけ残った塩化ナト

リウム 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

107 
図９ とけ残ったミョウバ

ン 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

110 
図12 塩化ナトリウムの固

体 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

110 図12 硝酸カリウムの固体 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

111 図14 ミョウバン結晶 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

111 図14 硫酸銅結晶 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

111 図14 塩化ナトリウム結晶 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

113 揚げ浜式製塩法 写真      
株式会社奥能登塩田

村 

113 流下式枝状架製塩法 写真      美浜町産業建設部 



114 雲（大阪府堺市） 写真      PIXTA 

114 
冷却されて液体に変化した

窒素 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

114 
加熱されて液体に変化した

鉄 
写真      アフロ 

115 
図1 水蒸気が冷やされ湯気

のようになった様子 
写真      PIXTA 

115 図2 湖の結氷 写真      PIXTA 

119 打ち水 写真      PIXTA 

122 図6 冷却前のロウ（質量） 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

122 図6 冷却後のロウ（質量） 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

122 
図7 ドライアイス（状態変

化前・体積） 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

122 
図7 二酸化炭素（状態変化

後・体積） 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

125 
図10 液体のロウに固体の

ロウを入れる 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

125 
図11 液体の水に氷を入れ

る 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

125 
図11 液体のｴﾀﾉｰﾙに氷を入

れる 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

131 精留塔(大阪府堺市) 写真      ENEOS株式会社 

131 原油 写真      アフロ 

132 展性や延性 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

132 熱をよく伝える 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

137 水と油 写真      アフロ 

137 水と油と界面活性剤 写真      アフロ 

137 マヨネーズ 写真      PIXTA 

138,139 
グランドキャニオンを刻む

コロラド川 
写真      PIXTA 

138 
噴火するブロモ山（インド

ネシア）2011年3月19日 
写真      アフロ 



138 
地震によって発生した大津

波 2011年3月11日 
写真      アフロ 

140,141 
大地に見られる山や川(北海

道旭川市) 
写真      旭川市 

140 山（静岡県伊東市） 写真      アフロ 

140 谷（埼玉県秩父市） 写真      PIXTA 

140 台地（愛媛県久万高原町） 写真      PIXTA 

140 崖（北海道乙部町） 写真      PIXTA 

140 川（北海道鶴居村） 写真      PIXTA 

140 沼（秋田県鹿角市） 写真      PIXTA 

141 河岸段丘(新潟県小千谷市) 写真      フォトライブラリー 

141 
地層が見られる切通しの道

路(千葉県いすみ市) 
写真      アルピナ 

141 
岩石でできている土地(北海

道札幌市) 
写真      アルピナ 

142 地層の剥ぎ取り標本 写真      
神奈川県立生命の

星・地球博物館 

143 小高い丘（静岡県伊東市） 写真      PIXTA 

143 Ｖ字谷（徳島県三好市） 写真      アルピナ 

143 
地層の広がり（千葉県銚子

市） 
写真      フォトライブラリー 

143 れき岩 写真      アルピナ 

143 川原の石 写真      PIXTA 

144 扇状地（滋賀県高島市） 写真      アマナイメージズ 

144 風化（高知県土佐清水市） 写真      アルピナ 

144 
侵食される土地の様子（群

馬県みなかみ市） 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

144 Ｖ字谷（富山県立山町） 写真      アルピナ 

145 三角州（広島県広島市） 写真      PIXTA 



145 
運搬（１）（東京都府中

市） 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

145 運搬（2）（東京都府中市） 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

145 利根川河口 写真      アマナイメージズ 

147 
図４ 曲がった地層（宮城県

石巻市） 
写真      アルピナ 

147 
図５ 横ずれ断層（アメリカ

カリフォルニア州） 
写真      アフロ 

147 
図６ 逆断層（千葉県君津

市） 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

147 
図７ 正断層（千葉県勝浦

市） 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

148 小鹿野町の地層 写真      フォトライブラリー 

148 チャート 写真      PIXTA 

148 貝化石 写真      フォトライブラリー 

150 れき岩 写真      アルピナ 

150 れき岩（拡大） 写真      アルピナ 

150 
石灰岩の見られるところ

（愛媛県西予市） 
写真      フォトライブラリー 

150 
チャートの見られるところ

（北海道占冠村） 
写真      アルピナ 

150 
凝灰岩の見られるところ

（栃木県宇都宮市） 
写真      NNP 

155 
柔らかい地層（神奈川県三

浦市） 
写真      PIXTA 

155 
堆積岩の地層（北海道乙部

町） 
写真      PIXTA 

156 図３ 堆積岩の地層 写真      夕張市 

156 図３ アンモナイトの化石 写真      夕張市 

157 図５ メタセコイアの幹 写真      フォトライブラリー 

157 図５ ホタテガイのなかま 写真      沼田町 

157 図５ ブナの葉 写真      NNP 



157 図５ シジミ 写真      アルピナ 

157 図５ カキ 写真      NNP 

157 図５ サンゴ 写真      NNP 

158 三葉虫 写真      アルピナ 

158 ロボク 写真      
群馬県立自然史博物

館 

158 ウミユリ 写真      アフロ 

158 フズリナ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

158 クサリサンゴ 写真      アフロ 

159 イチョウ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

159 デスモスチルス 写真      
オホーツクミュージ

アムえさし 

159 ブナ化石 写真      アマナイメージズ 

159 デイノニクス 写真      国立科学博物館 

159 ビカリア 写真      アルピナ 

159 ナウマンゾウ 写真      幕別町 

159 アンモナイト 写真      三笠市立博物館 

159 トウキョウホタテ 写真      国立科学博物館 

160 マチカネワニ 写真      
大阪大学総合学術博

物館 

160 
タキカワカイギュウ(化石標

本) 
写真      滝川市美術自然史館 

160 
タキカワカイギュウ(復元模

型) 
写真      滝川市美術自然史館 

160 むかわ竜の化石標本 写真      小林快次 

161 ティラノサウルス類の化石 写真      三笠市立博物館 

161 淡水にすむケイソウ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 



161 海水にすむケイソウ 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

162 伊豆大島火山 写真      アマナイメージズ 

163 図1 火山れき 写真      アルピナ 

163 図1 火山灰 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

163 図1 火山弾 写真      アフロ 

163 図1 溶岩 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

164 昭和新山 写真      PIXTA 

164 富士山 写真      PIXTA 

164 マウナロア山 写真      PIXTA 

165 
図3 噴火の様子(マウナロア

山) 
写真      アマナイメージズ 

165 図3 噴火の様子(雲仙岳) 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

167 伊豆大島火山 写真      PIXTA 

167 雲仙岳 写真      PIXTA 

167 ①キラウエア山 写真      アフロ 

167 ②マウナロア山 写真      アフロ 

167 ③ストロンボリ山 写真      アマナイメージズ 

167 ④マヨン山 写真      アフロ 

167 ⑤スーフリエールヒルズ山 写真      アマナイメージズ 

167 ⑥セントへレンズ山 写真      アマナイメージズ 

168 伊豆大島の火山灰 写真      アルピナ 

168 
伊豆大島の火山灰（円の

中） 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

168 雲仙岳の火山灰 写真      アルピナ 



168 雲仙岳の火山灰（円の中） 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

168 表１ 石英 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

168 表１ 長石 写真      アルピナ 

168 表１ 黒雲母 写真      アルピナ 

168 表１ 角閃石 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

168 表１ 輝石 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

168 表１ カンラン石 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

168 表１ 磁鉄鉱 写真      アルピナ 

169 図5 根室車石 写真      PIXTA 

169 
図7 安山岩が見られる（北

海道乙部町） 
写真      PIXTA 

169 
図7 花崗岩が見られる(鹿児

島県天城町) 
写真      アフロ 

171 
安山岩の見られるところ(群

馬県吾妻郡) 
写真      アルピナ 

171 
花崗岩の見られるところ(高

知県大月町) 
写真      PIXTA 

171 流紋岩 写真      アルピナ 

171 流紋岩（拡大） 写真      アルピナ 

172 図8 安山岩(斑状組織) 写真      アフロ 

172 図8 花こう岩(等粒状組織) 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

172 ゆっくり冷やした場合 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

172 急に冷やした場合 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

173 表２ 流紋岩 写真      アルピナ 

173 表２ カンラン石 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

173 表２ 輝石 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 



173 表２ 長石 写真      アルピナ 

173 表２ 角閃石 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

173 表２ 石英 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

173 表２ 黒雲母 写真      アルピナ 

174 亀裂の入った道路 写真      PIXTA 

175 
図2 海岸段丘(神奈川県三浦

市) 
写真      PIXTA 

175 
図2 リアス海岸(宮崎県日向

市) 
写真      PIXTA 

177 縦波 写真      ミラージュ 

177 横波 写真      ミラージュ 

180 図6 水面にできる波 写真      PIXTA 

182 図8 震度計 写真      極東貿易株式会社 

185 
日本付近の震源の分布

（１） 
写真      防災科学技術研究所 

185 
日本付近の震源の分布

（２） 
写真      防災科学技術研究所 

188 
図19 ヒマラヤ山脈エベレス

ト山 
写真      フォトライブラリー 

189 ウェゲナー 写真      アフロ 

190 
有珠山の噴火(2000年３月31

日) 
写真      アフロ 

190 
火山灰に覆われる麓の街の

様子(団地) 
写真      宇井忠英先生 

190 
火山灰に覆われる麓の街の

様子(道路) 
写真      宇井忠英先生 

191 
図１ 発電所に押し寄せる

津波 
写真      アフロ 

191 図２ 大規模な地滑り 写真      PIXTA 

192 
図３ 火山ハザードマップ

(有珠山) 
写真      

伊達市(有珠山火山

防災協議会事務局) 

192 図４ 噴火警戒レベル 写真      気象庁 



193 
図5 津波ハザードマップ

（避難マップ）Web版 
写真      

釧路市、株式会社ゼ

ンリン 

194 
有珠山噴火の様子(私のレポ

ート) 
写真      PIXTA 

195 倒れた建物(私のレポート) 写真      PIXTA 

195 火山を監視するカメラ 写真      気象庁 

196 
図７ 断層に沿って流れる川

(兵庫県神戸市) 
写真      PIXTA 

196 
図７ 地盤の隙間から噴き出

す温泉 
写真      PIXTA 

196 
図７ 地熱発電(大分県九重

町) 
写真      PIXTA 

196 
図７ 隆起してできた海岸

(宮崎県宮崎市) 
写真      PIXTA 

197 湯気が出ている画像 写真      PIXTA 

197 世界ジオパーク島原半島 写真      PIXTA 

197 世界ジオパークアポイ岳 写真      PIXTA 

197 日本ジオパーク四国西予 写真      PIXTA 

197 
世界自然遺産小笠原諸島父

島 
写真      PIXTA 

197 寺田寅彦 写真      アフロ 

204,205 踏切の警報機 写真      PIXTA 

204 腕ずもう 写真      フォトライブラリー 

206 霧フェスティバル 写真      釧路青年会議所 

210 
図5 実験１の結果の例

（１） 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

210 
図5 実験１の結果の例

（２） 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

210 
図5 実験１の結果の例

（３） 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

210 
図5 実験１の結果の例

（４） 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

212 
図9 コンサートで照らされ

る照明 
写真      アフロ 



214 図13 屈折角 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

216 
図14 実験２の結果の例

（１） 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

216 
図14 実験２の結果の例

（２） 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

216 
図14 実験２の結果の例

（３） 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

216 
図14 実験２の結果の例

（４） 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

216 
図16 光が空気中から水中

へ進むとき 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

217 
図17 水を入れる前(硬貨は

見えない) 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

217 
図17 水を入れた後(硬貨の

像が見える) 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

218 図20 全反射（１） 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

218 図20 全反射（２） 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

218 図20 全反射（３） 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

218 図20 全反射（４） 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

219 図21 水中から見上げた景色 写真      アフロ 

219 内視鏡 写真      PIXTA 

220 図22 凸レンズ 写真      NNP 

221 
凸レンズを通る光の進み方

（１） 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

221 
凸レンズを通る光の進み方

（２） 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

221 
凸レンズを通る光の進み方

（３） 
写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

222 
図28 近くの物体を見たと

き 
写真      アフロ 

222 
図28 遠くの景色を見たと

き 
写真      アフロ 

229 
図33 遠くの景色を見たと

き 
写真      アフロ 

229 
図34 近くの物体を見たと

き 
写真      アフロ 



230 図35 虹 写真      PIXTA 

232 音楽ホールでの演奏 写真      札幌交響楽団 

233 
図２ 太鼓をたたいたとき

の様子 
写真      アルピナ 

233 
図３ 音叉を水につけたと

きの様子 
写真      アルピナ 

234 
図４ 防災放送のスピーカ

ー 
写真      PIXTA 

234 
図５ 競技スイミングのス

ピーカー 
写真      アマナイメージズ 

236 
図６ 波として伝わる水面

の振動 
写真      フォトライブラリー 

236 
図７ 太鼓をたたいたとき

の様子 
写真      アーテファクトリー 

237 図９ 打ち上げ花火 写真      フォトライブラリー 

238 図10 ギターの演奏 写真      PIXTA 

238 簡易オシロスコープ 写真      ケニス株式会社 

238 波形 写真      ケニス株式会社 

242 
テニスのサーブ(大坂なおみ

選手) 
写真      アフロ 

242 打ち返される瞬間のボール 写真      アフロ 

245 ニュートン 写真      アフロ 

246 図７ 綱引きの大会 写真      アフロ 

246 図８ ラグビーのスクラム 写真      アフロ 

246 図９ 静止しているリンゴ 写真      PIXTA 

250 図18 磁力で支える 写真      アーテファクトリー 

250 図19 静電気力 写真      ｺｰﾍﾞｯﾄ･ﾌｫﾄｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

258 
屈折の例（水の入ったコッ

プに入れた箸） 
写真      アルピナ 

261 飛行機のシミュレータ 写真      PIXTA 



266,267 フクイラプトルの復元模型 写真      福井県立恐竜博物館 

266 福井県立恐竜博物館 写真      福井県立恐竜博物館 

266 
タキカワカイギュウの復元

模型 
写真      滝川市美術自然史館 

266 滝川市美術自然史館 写真      滝川市美術自然史館 

267 
入浜式塩田(赤穂市立海洋科

学館) 
写真      

赤穂市立海洋科学館 

塩の国 

267 赤穂市立海洋科学館 写真      
赤穂市立海洋科学館 

塩の国 

267 
塩づくり体験(赤穂市立海洋

科学館) 
写真      

赤穂市立海洋科学館 

塩の国 

267 流氷の映像 写真      
北海道立オホーツク

流氷科学センター 

267 
北海道立オホーツク流氷科

学センター 
写真      

北海道立オホーツク

流氷科学センター 

271 顕微鏡（ステージ上下式） 写真      ケニス株式会社 

271 顕微鏡（鏡筒上下式） 写真      株式会社内田洋行 

271 反射鏡 写真      ケニス株式会社 

⑨ 新燃岳 写真      霧島ジオパーク 

⑨ 室戸岬 写真      
室戸ユネスコ世界ジ

オパーク 

⑩ 
減災教育（1977年火山遺構

公園） 
写真      

洞爺湖有珠山ジオパ

ーク 

⑩ 地表に露出した石炭の層 写真      三笠ジオパーク 

⑩ 椿海岸 写真      八峰白神ジオパーク 

⑩ 長瀞渓谷の岩畳 写真      長瀞町役場 

⑩ フェニックス褶曲 写真      南紀熊野ジオパーク 

⑩ 
龍崎の蛇くだり（じゃくだ

り） 
写真      伊豆半島ジオパーク 

⑩ 
三笠ジオパークのジオツア

ー 
写真      三笠ジオパーク 

 

 



（備考）１ 「申請図書」の欄については次のとおりとする。 

① 「ページ」の欄には、引用又は新たに作成した教材や資料等の申請図書における掲載ページを示す。 

② 「名称」の欄には、引用した教材や資料等の申請図書における名称を示す。 

③ 「種別」の欄には、国語教材、楽譜、写真、図、挿絵、表、グラフ、地図などの別を示す。 

２ 「出典」の欄については次のとおりとする。 

① 出典が一般図書の場合は、当該図書の名称（版次を含む。）、掲載ページ、著作者・編集者等、発行者及び発行年次を各欄に示

す。 

② 出典が定期刊行物の場合は、発行年次等欄に巻号、発行月日等を示す。 

③ 出典が図書でない場合には、備考欄に資料提供者や保有者の氏名又は名称、及び当該資料に付された整理番号等を示すなど、出典

を確認することが可能な情報を記入する。 

３ 出典を基に申請図書の発行者が改変を行った場合又は新たに作成を行った場合は、「備考」欄にその旨を示す。 

４ （１）写真等については、肖像権等の権利処理を必要に応じて行うこと。 

（２）著作物の掲載に当たっては、著作権法第33条に基づき、掲載する旨を著作者に通知するとともに、補償金を著作権者に支払う必要があ

ることに留意すること（別途契約を締結する場合を除く）。 

備考４の内容について確認しました。 ✔ 



備 考

番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

1 ②
二次元
コー

ド、URL
自社ページURL

当学年の情報内
容一覧

別紙1添付

2 ④
二次元
コード

自社ページURL
メッセージ動画
（小林快次先
生）

別紙1添付

3 ④
二次元
コード

自社ページURL Webずかん 別紙1添付

4 1
二次元
コード

自社ページURL
レポートの書き
方

別紙1添付

5 6
二次元
コード

自社ページURL
これまでの学習
のおさらい

別紙1添付

6 9
二次元
コード

自社ページURL
ルーペの
使い方

別紙1添付

7 9
二次元
コード

自社ページURL
双眼実体顕微鏡
の
使い方

別紙1添付

8 13
二次元
コード

自社ページURL Web ずかん 別紙1添付

ウェブサイトのアドレスの掲載箇所一覧表

申 請 図 書 学 習 上 の 参 考 に 供 す る 情 報



9 16
二次元
コード

自社ページURL 生物カード 別紙1添付

10 18
二次元
コード

自社ページURL 生物カード 別紙1添付

11 20
二次元
コード

自社ページURL 生物カード 別紙1添付

12 21
二次元
コード

自社ページURL
分類の仕方の
工夫

別紙1添付

13 21
二次元
コード

自社ページURL
要点を
チェック

別紙1添付

14 22
二次元
コード

自社ページURL
これまでの学習
のおさらい

別紙1添付

15 27
二次元
コード

にしき’s Project「花の分解」
https://www.i-
mate.ne.jp/nisiki/category/obex
p/biology/plants/flower/

いろいろな花を
分解した写真と
解説

別紙1添付

16 28
二次元
コード

NHK for School 「アブラナの花
からみのでき方」

https://www2.nhk.or.jp/school/w
atch/clip/?das_id=D0005401108_0
0000

アブラナの花か
ら実ができるま
でと、実の特徴

別紙1添付

17 28
二次元
コード

NHK for School 「アサガオ（開
花から種子になるまで）」

https://www2.nhk.or.jp/school/w
atch/clip/?das_id=D0005301535_0
0000&p=box

アサガオが開花
して種子になる
まで

別紙1添付

18 30
二次元
コード

自社ページURL 生物カード 別紙1添付

https://www.i-mate.ne.jp/nisiki/category/obexp/biology/plants/flower/
https://www.i-mate.ne.jp/nisiki/category/obexp/biology/plants/flower/
https://www.i-mate.ne.jp/nisiki/category/obexp/biology/plants/flower/
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/clip/?das_id=D0005401108_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/clip/?das_id=D0005401108_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/clip/?das_id=D0005401108_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/clip/?das_id=D0005301535_00000&p=box
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/clip/?das_id=D0005301535_00000&p=box
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/clip/?das_id=D0005301535_00000&p=box


19 34
二次元
コード

自社ページURL 生物カード 別紙1添付

20 35
二次元
コード

自社ページURL Webずかん 別紙1添付

21 35
二次元
コード

自社ページURL
要点を
チェック

別紙1添付

22 36
二次元
コード

自社ページURL 生物カード 別紙1添付

23 37
二次元
コード

NHK for School 「種子をつくら
ない植物」

https://www2.nhk.or.jp/school/w
atch/clip/?das_id=D0005301417_0
0000

種子をつくらな
い植物（シダ、
コケ）について

別紙1添付

24 39
二次元
コード

自社ページURL 生物カード 別紙1添付

25 40
二次元
コード

自社ページURL 生物カード 別紙1添付

26 41
二次元
コード

自社ページURL
要点を
チェック

別紙1添付

27 42
二次元
コード

自社ページURL
これまでの学習
のおさらい

別紙1添付

28 44
二次元
コード

自社ページURL 生物カード 別紙1添付

https://www2.nhk.or.jp/school/watch/clip/?das_id=D0005301417_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/clip/?das_id=D0005301417_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/clip/?das_id=D0005301417_00000


29 44
二次元
コード

ＣＴ生物図鑑 https://ctseibutsu.jp/

さまざまな生物
をＣＴスキャン
でデータ化し、
ウェブサイト上
で360度動かすこ

別紙1添付

30 46
二次元
コード

自社ページURL ワークシート 別紙1添付

31 47
二次元
コード

自社ページURL 生物カード 別紙1添付

32 48
二次元
コード

NHK for School 「カエル」
https://www2.nhk.or.jp/school/w
atch/clip/?das_id=D0005402484_0
0000

カエルの成長の
様子

別紙1添付

33 51
二次元
コード

自社ページURL
要点を
チェック

別紙1添付

34 55
二次元
コード

自社ページURL
バッタの
3D モデル

別紙1添付

35 55
二次元
コード

自社ページURL
カニの
3D モデル

別紙1添付

36 56
二次元
コード

NHK for School 「トノサマバッ
タのそだち方」

https://www2.nhk.or.jp/school/w
atch/clip/?das_id=D0005401070_0
0000

トノサマバッタ
の産卵と成長の
様子

別紙1添付

37 58
二次元
コード

自社ページURL
イカの
3Dモデル

別紙1添付

38 61
二次元
コード

自社ページURL 生物カード 別紙1添付

https://ctseibutsu.jp/
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/clip/?das_id=D0005402484_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/clip/?das_id=D0005402484_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/clip/?das_id=D0005402484_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/clip/?das_id=D0005401070_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/clip/?das_id=D0005401070_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/clip/?das_id=D0005401070_00000


39 62
二次元
コード

自社ページURL 生物カード 別紙1添付

40 63
二次元
コード

自社ページURL
要点を
チェック

別紙1添付

41 72
二次元
コード

自社ページURL
これまでの学習
のおさらい

別紙1添付

42 77
二次元
コード

自社ページURL
ガスバーナーの
使い方

別紙1添付

43 85
二次元
コード

自社ページURL
電子てんびんの
使い方

別紙1添付

44 86
二次元
コード

自社ページURL
メスシリンダー
の使い方

別紙1添付

45 89
二次元
コード

自社ページURL
要点を
チェック

別紙1添付

46 90
二次元
コード

自社ページURL
これまでの学習
のおさらい

別紙1添付

47 91
二次元
コード

自社ページURL
気体の性質の
調べ方

別紙1添付

48 92
二次元
コード

自社ページURL 気体の集め方 別紙1添付



49 96
二次元
コード

自社ページURL
アンモニアの
噴水

別紙1添付

50 99
二次元
コード

自社ページURL
要点を
チェック

別紙1添付

51 100
二次元
コード

自社ページURL
これまでの学習
のおさらい

別紙1添付

52 103
二次元
コード

自社ページURL
溶解の粒子の
モデル

別紙1添付

53 106
二次元
コード

自社ページURL
要点を
チェック

別紙1添付

54 108
二次元
コード

自社ページURL ろ過の方法 別紙1添付

55 113
二次元
コード

自社ページURL
要点を
チェック

別紙1添付

56 114
二次元
コード

自社ページURL
これまでの学習
のおさらい

別紙1添付

57 115
二次元
コード

NHK for School 「状態変化」
https://www2.nhk.or.jp/school/w
atch/bangumi/?das_id=D000511046
5_00000

物質が状態変化
するとどうなる
か

別紙1添付

58 116
二次元
コード

自社ページURL 温度計の使い方 別紙1添付

https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005110465_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005110465_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005110465_00000


59 117
二次元
コード

自社ページURL グラフの表し方 別紙1添付

60 119
二次元
コード

自社ページURL Web ずかん 別紙1添付

61 119
二次元
コード

自社ページURL
要点を
チェック

別紙1添付

62 124
二次元
コード

自社ページURL
状態変化の粒子
のモデル

別紙1添付

63 125
二次元
コード

自社ページURL
要点を
チェック

別紙1添付

64 131
二次元
コード

What’s 石油
https://oil-
info.ieej.or.jp/whats_sekiyu/in
dex.html

石油についての
解説

別紙1添付

65 131
二次元
コード

自社ページURL
要点を
チェック

別紙1添付

66 140
二次元
コード

自社ページURL
これまでの学習
のおさらい

別紙1添付

67 140
二次元
コード

北海道地質百選
http://www.geosites-
hokkaido.org/

北海道の地生態
的に貴重な地
域・露頭・地質
事象をまとめた
サイト

別紙1添付

68 143
二次元
コード

自社ページURL
さまざまな
地形や地層

別紙1添付

https://oil-info.ieej.or.jp/whats_sekiyu/index.html
https://oil-info.ieej.or.jp/whats_sekiyu/index.html
https://oil-info.ieej.or.jp/whats_sekiyu/index.html
http://www.geosites-hokkaido.org/
http://www.geosites-hokkaido.org/


69 144
二次元
コード

自社ページURL
流水によって
できる地形

別紙1添付

70 146
二次元
コード

KuniJiban
https://www.kunijiban.pwri.go.j
p/jp/index.html

国土交通省が調
査した地盤情報
を閲覧すること
ができるサイト

別紙1添付

71 147
二次元
コード

自社ページURL
逆断層
正断層

別紙1添付

72 148
二次元
コード

自社ページURL
これまでの学習
のおさらい

別紙1添付

73 150
二次元
コード

自社ページURL
堆積岩
3Dモデル

別紙1添付

74 157
二次元
コード

自社ページURL
要点を
チェック

別紙1添付

75 162
二次元
コード

自社ページURL
これまでの学習
のおさらい

別紙1添付

76 163
二次元
コード

地質調査総合センター「日本の火
山」

https://gbank.gsj.jp/volcano/in
dex.htm

日本の火山につ
いての情報

別紙1添付

77 167
二次元
コード

自社ページURL 火山の形 別紙1添付

78 170
二次元
コード

岐阜聖徳大学教育学部「地球の岩
石図鑑（岩石標本）」

http://www.ha.shotoku.ac.jp/~ka
wa/KYO/CHISITSU/GANSEKI/index.h
tml

さまざまな岩石
の紹介

別紙1添付

https://www.kunijiban.pwri.go.jp/jp/index.html
https://www.kunijiban.pwri.go.jp/jp/index.html
https://gbank.gsj.jp/volcano/index.htm
https://gbank.gsj.jp/volcano/index.htm
http://www.ha.shotoku.ac.jp/%7Ekawa/KYO/CHISITSU/GANSEKI/index.html
http://www.ha.shotoku.ac.jp/%7Ekawa/KYO/CHISITSU/GANSEKI/index.html
http://www.ha.shotoku.ac.jp/%7Ekawa/KYO/CHISITSU/GANSEKI/index.html


79 171
二次元
コード

自社ページURL
火成岩
3D モデル

別紙1添付

80 173
二次元
コード

自社ページURL
要点を
チェック

別紙1添付

81 174
二次元
コード

自社ページURL
これまでの学習
のおさらい

別紙1添付

82 188
二次元
コード

自社ページURL
要点を
チェック

別紙1添付

83 190
二次元
コード

自社ページURL
これまでの学習
のおさらい

別紙1添付

84 195
二次元
コード

自社ページURL Web ずかん 別紙1添付

85 197
二次元
コード

自社ページURL Web ずかん 別紙1添付

86 197
二次元
コード

自社ページURL
要点を
チェック

別紙1添付

87 206
二次元
コード

自社ページURL
これまでの学習
のおさらい

別紙1添付

88 218
二次元
コード

NHK for School 「屈折と全反
射」

https://www2.nhk.or.jp/school/w
atch/clip/?das_id=D0005301303_0
0000

光の屈折と全反
射を円形の水槽
を用いて説明

別紙1添付

https://www2.nhk.or.jp/school/watch/clip/?das_id=D0005301303_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/clip/?das_id=D0005301303_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/clip/?das_id=D0005301303_00000


89 219
二次元
コード

自社ページURL
水中から
見上げた景色

別紙1添付

90 219
二次元
コード

自社ページURL
要点を
チェック

別紙1添付

91 228
二次元
コード

自社ページURL

凸レンズによる
像のでき方を説
明したアニメ動
画

別紙1添付

92 231
二次元
コード

自社ページURL Web ずかん 別紙1添付

93 231
二次元
コード

自社ページURL
要点を
チェック

別紙1添付

94 232
二次元
コード

自社ページURL
これまでの学習
のおさらい

別紙1添付

95 237
二次元
コード

NHK for School 「音の速さを見
てみよう」

https://www2.nhk.or.jp/school/w
atch/clip/?das_id=D0005300841_0
0000&p=box

大きなクラク
ションを使い、
音の速さを調べ
る様子

別紙1添付

96 237
二次元
コード

自社ページURL
要点を
チェック

別紙1添付

97 238
二次元
コード

自社ページURL
簡易オシロス
コープによる音
の観察

別紙1添付

98 239
二次元
コード

自社ページURL
音の波形の
表示

別紙1添付

https://www2.nhk.or.jp/school/watch/clip/?das_id=D0005300841_00000&p=box
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/clip/?das_id=D0005300841_00000&p=box
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/clip/?das_id=D0005300841_00000&p=box


99 241
二次元
コード

自社ページURL
要点を
チェック

別紙1添付

100 242
二次元
コード

自社ページURL
これまでの学習
のおさらい

別紙1添付

101 252
二次元
コード

自社ページURL グラフシート 別紙1添付

102 253
二次元
コード

自社ページURL グラフの表し方 別紙1添付

103 255
二次元
コード

自社ページURL
要点を
チェック

別紙1添付

104 266
二次元
コード

福井県立恐竜博物館
https://www.dinosaur.pref.fukui
.jp/

福井県立恐竜博
物館のホーム
ページ

別紙1添付

105 266
二次元
コード

滝川市美術自然史館
https://www.city.takikawa.hokka
ido.jp/260kyouiku/05bijyutsu/b-
museum.html

滝川市美術自然
史館のホーム
ページ

別紙1添付

106 267
二次元
コード

赤穂市立海洋科学館　塩の国 http://www.ako-kaiyo.jp/
赤穂市立海洋科
学館　塩の国の
ホームページ

別紙1添付

107 267
二次元
コード

北海道立オホーツク流氷科学セン
ター

http://giza-ryuhyo.com/

北海道立オホー
ツク流氷科学セ
ンターのホーム
ページ

別紙1添付

108 271
二次元
コード

自社ページURL
顕微鏡の
使い方

別紙1添付

https://www.dinosaur.pref.fukui.jp/
https://www.dinosaur.pref.fukui.jp/
https://www.city.takikawa.hokkaido.jp/260kyouiku/05bijyutsu/b-museum.html
https://www.city.takikawa.hokkaido.jp/260kyouiku/05bijyutsu/b-museum.html
https://www.city.takikawa.hokkaido.jp/260kyouiku/05bijyutsu/b-museum.html
http://www.ako-kaiyo.jp/
http://giza-ryuhyo.com/


109 272
二次元
コード

自社ページURL 試験管の扱い方 別紙1添付

110 272
二次元
コード

自社ページURL 薬品の扱い方 別紙1添付

111 272
二次元
コード

自社ページURL
アルコールラン
プの使い方

別紙1添付

112 276
二次元
コード

自社ページURL 解答の解説 別紙1添付

113 ⑨
二次元
コード

霧島ジオパーク https://kirishima-geopark.jp/
霧島ジオパーク
のホームページ

別紙1添付

114 ⑨
二次元
コード

室戸ユネスコ世界ジオパーク https://www.muroto-geo.jp/
室戸ユネスコ世
界ジオパークの
ホームページ

別紙1添付

115 ⑩
二次元
コード

洞爺湖有珠山ジオパーク
https://www.toya-usu-
geopark.org/

洞爺湖有珠山ジ
オパークのホー
ムページ

別紙1添付

116 ⑩
二次元
コード

三笠ジオパーク
https://www.city.mikasa.hokkaid
o.jp/geopark/

三笠ジオパーク
のホームページ

別紙1添付

117 ⑩
二次元
コード

八峰白神ジオパーク
https://geopark.town.happo.lg.j
p/

八峰白神ジオ
パークのホーム
ページ

別紙1添付

118 ⑩
二次元
コード

ジオパーク秩父 https://www.chichibu-geo.com/
ジオパーク秩父
のホームページ

別紙1添付

https://kirishima-geopark.jp/
https://www.muroto-geo.jp/
https://www.toya-usu-geopark.org/
https://www.toya-usu-geopark.org/
https://www.city.mikasa.hokkaido.jp/geopark/
https://www.city.mikasa.hokkaido.jp/geopark/
https://geopark.town.happo.lg.jp/
https://geopark.town.happo.lg.jp/
https://www.chichibu-geo.com/


119 ⑩
二次元
コード

南紀熊野ジオパーク http://nankikumanogeo.jp/
南紀熊野ジオ
パークのホーム
ページ

別紙1添付

120 ⑩
二次元
コード

伊豆半島ジオパーク https://izugeopark.org/
伊豆半島ジオ
パークのホーム
ページ

別紙1添付

121
表紙
の4

二次元
コード

自社サイト 自社ページURL

学校の生活で 気
をつけること
（感染症対策）
学習者用端末の
使い方

別紙1添付

（備考）
 申請図書中に発行者が管理するウェブサイトのアドレス（二次元コードその他のこれに代わるものを含む。）を掲載する場合に、本表を以下のとお
り作成する。
 １ 「申請図書」の欄については次のとおりとする。
　① 「番号」の欄は、複数のページ等に掲載されたウェブサイトのアドレスが同一のウェブサイトを参照させる場合、一つの番号にまとめて記入す
る。
　② 「ページ」の欄は、ウェブサイトのアドレスの申請図書における掲載ページを示す。
　③ 「種別」の欄は、ＵＲＬ、二次元コード等の別を示す。
 ２ 「学習上の参考に供する情報」の欄については次のとおりとする。
　① 「参照先」の欄には、発行者のページから参照させる学習上の参考に供するページを作成する団体名などを記入する。
　② 「ＵＲＬ」の欄には、実際に参照させる学習上の参考に供するページのＵＲＬを記載する。なお、参照先が発行者の作成したページである場合
は、「自社ページＵＲＬ」と記入する。
　③「概要」欄には、参照先における情報の内容を簡潔に記入する。
 ３ 申請図書中のウェブサイトのアドレスが参照させるウェブサイトの画面を印刷した紙面には、対応する本表の番号を紙面右上に付記し、本表に
添付すること。
 ４ 学習上の参考に供する情報を示すウェブサイトが発行者において作成したページの場合、参照先のウェブサイトの画面を印刷した紙面を、本表
に添付すること。その際、「備考」の欄に「別紙１添付」などと記載し、印刷した紙面右上に「別紙１」などと記入すること。

http://nankikumanogeo.jp/
https://izugeopark.org/


別紙１

 理科１年

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

当学年の

情報内容一覧
レポートの書き方

興味や探究心がつきることはない

それが科学を前進させる力



13 14 15 16

17 18 19 20

21 22 23 24

キャプチャ画面

キャプチャ画面

キャプチャ画面キャプチャ画面キャプチャ画面

キャプチャ画面

キャプチャ画面

キャプチャ画面キャプチャ画面キャプチャ画面

キャプチャ画面

キャプチャ画面

キャプチャ画面キャプチャ画面キャプチャ画面

キャプチャ画面

キャプチャ画面

キャプチャ画面キャプチャ画面キャプチャ画面

1/1

生物を分類するときには、

何と何を設定する

必要があるか。

… p.16

にしき’s Project「花の分解」▶

いろいろな花を実際に分解した写真と解説が掲載（け

いさい）されているページ。

NHK for School 「アブラナの花からみのでき方」▶

アブラナの花から果実ができるまでと、果実の特徴

（とくちょう）について動画で見ることができる。

NHK for School 「アサガオ（開花から種子になるま

で）」▶

アサガオが開花して種子ができるまでの変化を動画で

見ることができる。

1/4

アブラナの花は、どのような

つくりをしているか。

… p.27

NHK for School 「種子をつくらない植物」▶

種子をつくらないシダ植物やコケ植物の殖（ふ）え方

について動画で見ることができる。



25 26 27 28

29 30 31 32

33 34 35 36

1/3

シダ植物とコケ植物では、

体のつくりにどのような

ちがいがあるか。

… p.36

ＣＴ生物図鑑▶

JMCが運営する，産業用CTでスキャンした生物の３Dイ

メージを公開しているサイト。カエルやカニなどのさ

まざまな生物の骨格を見ることができる。

NHK for School 「カエルの成長の様子」▶

カエル成長の様子を動画で見ることができる。

1/3

脊椎動物と無脊椎動物では、

体のつくりにどのような

ちがいがあるか。

… p.44

NHK for School 「トノサマバッタのそだち方」▶

トノサマバッタの産卵と成長の様子を動画で見ること

ができる。



37 38 39 40

41 42 43 44

45 46 47 48

1/3

節足動物の体には、

どのような特徴があるか。

… p.56

1/3

有機物には、どのような

性質があるか。

… p.81

気体の性質の調べ方 気体の集め方



49 50 51 52

53 54 55 56

57 58 59 60

1/1

気体の捕集法には、

どのような方法があるか。

… p.92

1/2

濃度とは、｢溶質｣「溶液｣と

いう言葉を使うと、どのように

説明することができるか。

… p.105

1/3

飽和とは、どのような

状態のことか。

… p.107

NHK for School 「状態変化」▶

物質が状態変化するとどうなるかを動画で見ることが

できる。

グラフの表し方温度計の使い方



61 62 63 64

65 66 67 68

69 70 71 72

1/3

物質の状態変化とは、

どのような変化か。

… p.119

1/2

物質の状態変化に伴って、

物質の体積や質量は、

どのように変化するか。

… p.122

What’s 石油▶

石油の総合情報サイト。石油の定義や起源，精製など，

さまざまな情報がわかりやすくまとまっている。

1/1

蒸留とは、

どのような方法か。

… p.130

北海道地質百選▶

北海道の地質的，地形的あるいは独特の植生などのよ

うな地生態的に貴重な地域・露頭（ろとう）・地質事

象をまとめ，紹介（しょうかい）しているサイト。

KuniJiban▶

国土交通省の道路・河川・港湾（こうわん）事業等の

地質・土質調査成果であるボーリング柱状図などの地

盤（じばん）情報を検索（けんさく）して見ることが

できるサイト。地層の広がりを調べるのに活用できる。



73 74 75 76

77 78 79 80

81 82 83 84

地質調査総合センター「日本の火山」▶

日本の火山について，火山地形や噴火（ふんか）写真，

地質図，噴火記録，構成岩石，活動年代などの詳細

（しょうさい）な情報が掲載されている。

1/3

風化によってできた土砂が

地層になる過程で関係している

水のはたらきとは何か。

… p.144

1/3

火山の形や噴火の様子の

ちがいには、

何が関係しているか。

… p.164〜165

1/3

地震が発生した

地下の場所を何というか。

また、その真上の地表の

地点を何というか。

… p.175

泥岩 砂岩 礫岩

石灰岩 チャート 凝灰岩

玄武岩 安山岩 流紋岩

斑れい岩 閃緑岩 花こう岩

岐阜聖徳大学教育学部「地球の岩石図鑑（岩石標

本）」▶

岩石標本の写真が掲載（けいさい）されていて，地球

上にはさまざまな種類の岩石があることがわかる岩石

図鑑（ずかん）。



85 86 87 88

89 90 91 92

93 94 95 96

1/3

火山の噴火や地震による

災害には、どのような

ものがあるか。

… p.192〜195

NHK for School 「屈折と全反射」▶

円形の水槽（すいそう）を用いた光の屈折と全反射の

説明を動画で見ることができる。

1/4

反射の法則とは、

どのような法則か。

… p.211

1/2

スクリーンに像が映るのは、

物体がどの位置にあるときか。

また、このときに

できる像を何というか。

… p.226

NHK for School 「音の速さを見てみよう」▶

大きなクラクションを使い、音の速さを目で確かめる

実験を動画で見ることができる。

1/4

音を出している音さを

水につけると、どうなるか。

また、このことから

何がいえるか。

… p.233



97 98 99 100

101 102 103 104

105 106 107 108

1/2

モノコードの弦の振幅を

大きくすると、

音はどうなるか。

… p.240

1/2

力を矢印で表すときの

三つの要素とは何か。

… p.244

「福井県立恐竜博物館」▶

福井県立恐竜博物館のホームページ。

「滝川市美術自然史館」▶

滝川市美術自然史館のホームページ 。

「赤穂市立海洋科学館 塩の国」▶

赤穂市立海洋科学館 塩の国のホームページ。

「北海道立オホーツク流氷科学センター」▶

北海道立オホーツク流氷科学センターのホームページ。

簡易オシロスコープ

による音の観察

グラフの表し方



109 110 111 112

113 114 115 116

117 118 119 120

 

「三笠ジオパーク」▶

三笠ジオパークのホームページ。

「南紀熊野ジオパーク」▶

南紀熊野ジオパークのホームページ。

「霧島ジオパーク」▶

霧島ジオパークのホームページ。

「室戸ユネスコ世界ジオパーク」▶

室戸ユネスコ世界ジオパークのホームページ。
「洞爺湖有珠山ジオパーク」▶

洞爺湖有珠山ジオパークのホームページ。

「八峰白神ジオパーク」▶

八峰白神ジオパークのホームページ。

「ジオパーク秩父」▶

ジオパーク秩父のホームページ。

「伊豆半島ジオパーク」▶

伊豆半島ジオパークのホームページ。

試験管の扱い方 薬品の扱い方
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